
源順の対句的対称的な詠歌様式（「対の歌」）

（23）204

論
文
要
旨

　

源
順
に
特
徴
的
な
詠
歌
様
式
の
問
題
を
考
察
し
た
。
源
順
に
認
め
ら
れ
る
、

元
歌
に
対
し
て
表
現
上
対
称
的
構
成
を
な
す
歌
を
、
安
部
（2022

）
で
「
対
句

的
和
歌
」（「
対
の
歌
」）
と
仮
称
し
た
。
本
論
で
は
、「
対
の
歌
」
の
実
例
を
新

た
に
『
古
今
和
歌
集
』『
恵
慶
集
』
そ
の
他
か
ら
補
充
し
、
特
徴
と
来
源
を
考

察
し
た
。
詠
歌
様
式
に
は
、
詩
序
の
ほ
か
、
紀
貫
之
、『
伊
勢
物
語
』
の
影
響

が
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
『
後
撰
和
歌
集
』
に
お
い
て
、「
贈
答
歌
」
は
そ
の
基
本
が
完
成
し
て
激

増
し
、
露
わ
に
〈
本
〉
か
ら
表
現
を
摂
取
す
る
〈
本
歌
取
り
〉
が
存
在
し
て
い
た

と
指
摘
さ
れ
る
（
小
山
順
子
）。
そ
れ
は
源
順
の
「
対
の
歌
」
が
多
く
残
さ
れ
た

時
期
と
重
な
っ
て
お
り
、源
順
の
詠
歌
特
徴
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　

ま
た
『
宇
津
保
物
語
』
と
『
篁
物
語
』
に
あ
る
「
見
立
て
」
が
一
致
す
る
（
津

本
信
博
（1977

））
類
似
構
造
の
贈
答
歌
二
組
（
計
四
首
）
は
、
構
成
や
語
・

句
な
ど
表
現
が
類
似
し
か
つ
文
法
的
構
造
も
対
称
的
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
源

順
の
詠
歌
様
式
と
同
じ
も
の
と
見
な
せ
る
。
こ
れ
ら
２

組
の
和
歌
は
源
順
作
で

あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。
そ
れ
は
２

作
品
の
原
作
者
と
し
て
源
順
が
擬
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
と
一
致
す
る
。
上
記
４

首
の
内
『
篁
物
語
』
の
１

首
に
は
三
十
一
文

字
に
不
足
す
る
部
分
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
対
称
的
な
関
係
に
あ
る
『
宇
津
保

物
語
』
の
歌
を
新
た
な
材
料
と
し
て
、
欠
落
部
分
の
復
元
を
試
み
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
【 

源
順
、『
篁
物
語
』、『
宇
津
保
物
語
』、
本
歌
取
り
、
贈
答
歌
、

対
句
的
和
歌
】

１　

は
じ
め
に

　

源
順
は
、
漢
詩
の
詩
序
に
お
け
る
対
句
表
現
に
倣
っ
て
、
和
歌
の
歌
序
の
中

で
、
対
の
構
造
を
も
つ
表
現
を
読
み
込
ん
で
い
る
こ
と
が
、
す
で
に
い
く
つ
か

の
先
行
研
究
に
て
指
摘
さ
れ
知
ら
れ
て
い
る
（
安
部2022

参
照
）。
源
順
は
、

そ
れ
を
歌
序
の
中
で
発
展
さ
せ
た
「
対
句
の
よ
う
な
二
首
の
和
歌
」、
い
わ
ば

「
対
の
歌
」「
対
歌
」
の
詠
歌
の
試
み
を
、
歌
序
以
外
に
も
拡
大
さ
せ
、
元
歌
と

構
成
（
文
法
構
造
や
表
現
法
や
語
彙
構
成
法
）
が
瓜
二
つ
と
も
言
え
る
よ
う
な

「
対
の
歌
」
を
、
い
く
つ
か
残
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
は
、
所

謂
「
本
歌
取
り
」
の
技
法
に
よ
る
和
歌
が
結
果
と
し
て
た
ま
た
ま
構
成
が
そ
っ

く
り
似
た
歌
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
の
と
は
、
そ
の
「
意
図
性
」
と
い

う
点
に
お
い
て
異
な
る
、
一
つ
の
技
法
と
し
て
意
識
的
に
指
向
さ
れ
た
も
の
で

源
順
の
対
句
的
対
称
的
な
詠
歌
様
式
（「
対
の
歌
」）

─
─ 

併
せ
て
『
宇
津
保
物
語
』『
篁
物
語
』
の
対
称
構
造
の
四
首
比
較 

─
─

安　

部　

清　

哉
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あ
る
こ
と
が
、
そ
の
歌
序
か
ら
の
発
達
過
程
か
ら
は
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る

（
安
部2022

）。

　

対
称
的
対
句
的
和
歌
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

〇 

み
そ
ぎ
す
る　

か
は
の
瀬
見
れ
ば　

か
ら
衣　
　
　

日
も
夕
昏
に　

浪
ぞ

立
ち
け
る 

（『
貫
之
集
』
延
喜
二
年
屏
風
歌
９

）

　

 

み
そ
ぎ
す
る　

か
も
の
か
は
浪　
　

立
つ
日
よ
り　

松
の異
・
か
ぜ
影
こ
そ　

深
く

見
え
け
れ 

（「
順
百
首
」、
夏
・498

）
順
の

○ 

春
き
ぬ
と　

人
は
言
へ
ど
も　

鶯
の　

鳴
か
ぬ
限
り
は　

あ
ら
じ
と
ぞ
思

ふ 

『
古
今
和
歌
集
』
壬
生
忠
岑

　

 

冬
き
ぬ
と　

人
は
言
へ
ど
も　

朝
氷　

結
ば
ぬ
ほ
ど
は　

あ
ら
じ
と
ぞ
思

ふ 

「
順
百
首
」514

（「
好
忠
集
」）

　

そ
の
よ
う
な
構
成
法
（
文
法
構
造
等
）
ま
で
よ
く
似
せ
た
「
対
の
歌
」
は
、

源
順
意
外
に
も
、
源
順
を
手
本
と
し
た
恵
慶
な
ど
の
和
歌
に
も
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
数
的
に
は
源
順
の
歌
に
最
も
多
く
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
対
句
的
構
造
の
和
歌
、
略
し
て
「
対
の
歌
」
の
関
係
は
、

源
順
の
長
歌
と
『
篁
物
語
』
の
和
歌
の
関
係
に
も
見
出
せ
た
の
で
、
他
の
『
篁

物
語
』
と
源
順
の
歌
集
（「
源
順
集
」）
や
作
品
（『
倭
名
類
聚
抄
』「
百
首
歌
」）

と
の
関
連
と
も
合
わ
せ
て
、
総
合
的
に
は
、『
篁
物
語
』
の
原
作
者
と
し
て
は

源
順
の
蓋
然
性
が
も
っ
と
も
高
い
と
解
釈
し
て
き
た
（
安
部
の
一
連
の
論
考
）。

　

そ
の
よ
う
な
源
順
の
詠
作
の
特
徴
か
ら
考
え
て
い
く
と
、
次
に
は
、
源
順
が

原
作
者
の
第
一
候
補
と
さ
れ
て
い
る
『
宇
津
保
物
語
』
と
『
篁
物
語
』
の
和
歌

と
の
間
に
も
、
源
順
は
「
対
の
歌
」
の
特
徴
を
も
つ
和
歌
を
組
み
込
ん
で
い
る

可
能
性
が
高
い
、
と
安
部
は
推
察
し
て
き
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
『
宇
津
保
物
語
』

と
『
篁
物
語
』
と
は
、
そ
の
様
々
な
類
似
性
か
ら
み
て
、
ほ
と
ん
ど
同
時
期
に

構
想
・
創
作
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
、
か
つ
、
ど
ち
ら
も
和
歌
が
多
く
詠
み
こ
ま

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（『
篁
物
語
』
は
そ
の
短
さ
に
比
し
て
、
歌
物
語
的
に

和
歌
（
特
に
男
女
の
贈
答
歌
が
多
い
）。
ど
ち
ら
も
源
順
が
原
作
者
で
あ
る
な

ら
、
同
時
代
に
最
も
多
く
「
対
の
歌
」
の
実
践
例
を
残
し
て
い
る
源
順
は
、『
宇

津
保
物
語
』
と
『
篁
物
語
』
の
中
に
、
そ
の
よ
う
な
特
異
な
対
称
的
構
造
の
和

歌
を
意
図
的
に
詠
み
入
れ
て
い
る
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
た
。
源
順
以
外

で
は
、
そ
の
よ
う
な
和
歌
を
比
較
的
多
く
詠
作
し
て
い
る
の
は
、
現
時
点
の
調

査
の
限
り
で
は
、
源
順
と
の
交
流
が
あ
っ
て
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
恵
慶
が

あ
げ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
源
順
の
「
対
の
歌
」
は
一
見
す
る
と
、
後
代
の
所
謂
「
本
歌
取

り
」
が
和
歌
三
十
一
文
字
で
、
語
句
だ
け
で
な
く
そ
の
文
法
的
構
成
法
ま
で
近

似
す
る
よ
う
に
詠
ま
れ
た
和
歌
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
に
本
歌
取
り
の
技
法
の
ひ
と
つ
と
と
ら
え
る
と
、
そ
の
時
期
的
早
さ
と
語

句
や
ひ
と
つ
の
句
の
使
用
に
と
ど
ま
ら
な
い
意
図
的
な
対
称
性
と
い
う
点
で
本

歌
取
り
と
い
う
に
は
特
異
な
パ
タ
ン
を
作
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
は
別
に
、
一
方

で
は
、
一
部
の
語
句
の
み
が
同
じ
で
あ
る
よ
う
な
歌
や
、
所
謂
「
引
歌
」
が
あ

る
と
い
う
程
度
の
歌
も
、
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ら
「
本
歌
取
り
」「
引
歌
」
に

関
す
る
先
行
研
究
を
見
て
い
く
と
、
源
順
が
関
わ
っ
た
『
後
撰
和
歌
集
』
と
の

関
係
や
、
源
順
が
原
作
者
に
擬
さ
れ
て
も
い
る
『
宇
津
保
物
語
』『
落
窪
物
語
』
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（
以
下
そ
各
々
『
宇
津
保
』『
落
窪
』
と
略
記
す
る
場
合
が
あ
る
）
で
の
傾
向
と

も
関
わ
っ
て
く
る
側
面
が
、
新
た
に
見
出
せ
て
く
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

本
稿
で
は
、『
篁
物
語
』（
以
下
『
篁
』
と
略
記
す
る
場
合
が
あ
る
）
の
和
歌

の
研
究
や
、
源
順
の
和
歌
の
研
究
が
内
包
し
て
い
る
、
気
づ
か
れ
て
い
な
か
っ

た
研
究
課
題
の
射
程
を
指
摘
し
つ
つ
、
新
た
に
明
ら
か
に
し
得
た
解
釈
や
資
料

の
い
つ
く
か
を
取
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
課
題
に

補
足
し
て
、
そ
の
後
見
出
し
た
源
順
が
残
し
た
「
対
の
歌
」
の
詠
法
の
新
た
な

事
例
を
、
安
部
の
前
稿
を
補
強
す
る
た
め
に
追
加
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
【
注

１

】。２　
『
篁
物
語
』
と
源
順
の
和
歌
が
も
つ
研
究
課
題

　
『
篁
物
語
』
と
い
う
作
品
は
、
平
安
期
物
語
の
中
で
も
ご
く
短
編
の
作
品
で

あ
り
な
が
ら
、
実
に
様
々
な
側
面
を
も
ち
、
多
様
な
研
究
課
題
を
提
供
し
て
く

れ
る
。
安
部
清
哉
（2017

）
の
８

章
に
お
い
て
「
８　

原
『
篁
物
語
』
が
源
順

作
で
あ
る
場
合
の
研
究
の
射
程
│
│
今
後
の
課
題
と
し
て
」
と
し
て
、
後
掲
す

る
９

件
の
関
連
課
題
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
新
た
な
問
題
と
し

て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
詠
歌
様
式
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
篁
物
語
』
に
は
贈
答
歌
が
多
く
組
み
込
ま
れ
、
そ
の
贈
答
歌
が
あ
る
場
面

ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
、
あ
た
か
も
歌
物
語
に
お
け
る
一
つ
の
章
段
を
成
し
て
い
る

か
の
よ
う
な
構
成
を
も
っ
て
い
る
。『
篁
物
語
』
が
歌
物
語
で
あ
る
と
も
解
釈

さ
れ
る
特
徴
で
も
あ
る
。
そ
の
場
面
ご
と
の
贈
答
歌
の
語
句
や
表
現
は
、
相
互

に
密
接
に
表
現
の
共
有
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
通
常
の
贈
答
歌
以
上
に
表
現
の

密
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。『
篁
』
を
歌
物
語
た
ら
し
め
て

い
る
そ
こ
で
の
「
贈
答
歌
」
の
特
質
を
、
改
め
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　

一
方
、
そ
の
『
篁
物
語
』
の
原
作
者
と
推
定
さ
れ
る
源
順
の
和
歌
（
対
句
的

歌
）
の
技
法
に
は
、
安
部
（2022

）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
本
歌
取
り
」「
引

歌
」「
贈
答
歌
」
と
も
関
わ
る
特
徴
が
あ
る
。
源
順
の
そ
の
詠
歌
技
法
と
、
い

わ
ゆ
る
「
本
歌
取
り
」「
引
歌
」
や
、「
贈
答
歌
」
で
の
「
答
歌
」、
さ
ら
に
「
初

期
定
数
歌
」（
い
わ
ゆ
る
「
初
期
百
首
歌
」）
で
の
「
返
し
」（
近
藤
み
ゆ
き

（2004

））
な
ど
と
の
相
違
も
、
新
た
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
課
題
で
あ

る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　

以
下
で
は
ま
ず
、「
本
歌
取
り
」
の
問
題
を
考
察
し
て
い
る
小
山
順
子

（2023

）
の
解
釈
を
取
り
上
げ
て
検
討
を
加
え
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
て
み
た

い
。

○ 

「
原
『
篁
物
語
』
が
源
順
作
で
あ
る
場
合
の
研
究
の
射
程
│
│
今
後
の
課
題

と
し
て
」（
安
部
清
哉
（2017

））

（
１

） 『
宇
津
保
物
語
』『
落
窪
物
語
』
作
者
説
へ
の
検
討
材
料
と
し
て
の
『
篁

物
語
』
全
編

（
２

）「
河
原
院
歌
壇
」「
沈
淪
歌
人
」
と
の
関
係

（
３

）「
河
原
院
歌
壇
」
と
い
う
文
芸
集
団
工
房
へ
の
視
野

（
４

） 「
沈
淪
」
の
主
人
公
│
│
夕
霧
物
語
全
編
の
構
想
の
背
景
と
し
て
の
「
六
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位
沈
淪
」
と
い
う
テ
ー
マ

（
５

） 『
源
氏
物
語
』
へ
の
影
響
│
│
「
浮
舟
」
巻
、
夕
霧
の
六
位
構
想
、
六

条
院
構
想
と
河
原
院
歌
壇
の
サ
ロ
ン
と
し
て
の
融
邸
宅

（
６

） 

紫
式
部
の
『
源
氏
物
語
』
で
の
独
自
の
日
本
語
語
句
と
沈
淪
歌
人
の
語

法
と
の
関
係

（
７

） 

日
本
語
史
資
料
の
位
置
付
け
│
│
平
安
前
期
の
３

系
列
と
『
源
氏
物
語
』

（
８

） 

従
来
の
日
本
語
の
変
遷
資
料
と
し
て
の
源
順
作
の
資
料
群
の
位
置
付
け

（
９

）『
宇
津
保
物
語
』
の
作
者
説

３　

 

源
順
の
詠
法
と
本
歌
取
り
（
小
山
順
子
（2023

）
を

踏
ま
え
て
）

３
│
１　

 

小
山
順
子
（2

0
2
3

）「『
後
撰
集
』
時
代
の
〈
本
歌
取
り
〉
に
つ
い
て
」

　
『
篁
』
の
32
首
の
和
歌
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
男
女
の
贈
答
歌
で
あ
り
、
こ

の
物
語
の
特
徴
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。『
篁
』

を
歌
物
語
た
ら
し
め
て
い
る
「
贈
答
歌
」
の
特
徴
も
、
改
め
て
、
10
世
紀
の
特

に
『
後
撰
和
歌
集
』
前
後
の
和
歌
史
（
特
に
贈
答
歌
）
の
中
で
把
握
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
（『
篁
』
の
原
作
者
候
補
が
梨
壷
の
五
人
で
も
あ
る
源
順
で
あ
る

こ
と
も
考
慮
さ
れ
る
）。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
河
原
院
文
化
圏
の
歌
人
達
に
特
徴

的
な
詠
歌
様
式
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
近
藤
み
ゆ
き
（2004

））、『
篁
』
の

贈
答
歌
に
は
そ
れ
に
近
似
す
る
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
詠
歌
様

式
と
も
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
（
源
順
は
河
原
院
文
化
圏
の
歌
人
の
一
人
で
も

あ
る
）。

　

一
方
、
そ
の
原
作
者
と
推
定
さ
れ
る
源
順
の
詠
歌
様
式
の
特
徴
を
「
源
順
集
」

や
「
順
百
首
」（「
好
忠
集
」
収
載
）
で
見
て
い
く
と
、
そ
の
元
歌
な
い
し
引
歌

が
あ
る
歌
に
お
い
て
、
元
歌
に
対
し
て
あ
た
か
も
鏡
像
の
よ
う
な
対
称
性
を
も

つ
対
句
的
歌
が
少
な
か
ら
ず
見
出
せ
る
。
そ
れ
ら
の
歌
（「
対
の
歌
」
と
仮
称

し
た
歌
）
は
意
図
的
に
瓜
二
つ
の
よ
う
に
詠
作
し
た
歌
と
見
え
る
が
、
そ
れ
は

一
見
す
る
と
、「
本
歌
取
り
」
や
「
引
歌
」「
贈
答
歌
」
な
ど
の
特
徴
と
も
共
通

性
が
高
く
、
そ
れ
ら
と
の
比
較
も
必
要
に
な
る
。

　

そ
こ
で
「
本
歌
取
り
」
の
成
立
史
を
探
っ
て
み
る
と
、
興
味
深
い
こ
と
に
、

小
山
順
子
氏
の
一
連
の
研
究
の
中
に
、
源
順
と
同
時
代
に
お
け
る
「
本
歌
取
り
」

（
い
わ
ゆ
る
プ
レ
本
歌
取
り
期
）
や
「
引
歌
」
と
の
関
連
性
を
示
唆
す
る
指
摘

が
見
出
せ
た
。
こ
の
節
で
は
、
小
山
順
子
氏
の
指
摘
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
踏

ま
え
る
と
、
源
順
の
対
歌
の
誕
生
と
展
開
が
そ
れ
ら
の
確
立
期
と
重
な
っ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　

小
山
順
子
（2023

）
で
は
、「
贈
答
歌
」「
引
歌
」「
本
歌
取
り
」
に
関
し
て
、

以
下
の
よ
う
に
多
角
的
視
点
か
ら
多
く
の
指
摘
を
し
て
い
る
。
少
し
長
く
な
る

が
、
ま
ず
箇
条
書
き
的
に
抄
録
し
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し
た

い
。○ 

「
贈
歌
に
対
す
る
返
歌
の
応
じ
方
の
原
則
は
、
①
贈
歌
と
共
通
す
る
表
現

を
用
い
る
こ
と
、
②
贈
歌
に
反
発
す
る
内
容
で
詠
む
こ
と
、
の
二
点
で
あ
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る
こ
と
が
久
保
木
哲
夫
・
増
田
繁
夫
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。」

○ 
「【
中
略
】
こ
う
し
た
贈
答
歌
の
基
本
が
完
成
し
た
の
が
、『
後
撰
集
』
時

代
だ
っ
た
こ
と
も
、
久
保
木
・
増
田
が
指
摘
し
て
い
る
。【
中
略
】『
古
今

和
歌
集
』
か
ら
『
後
撰
集
』
へ
、
入
集
す
る
贈
答
歌
の
歌
数
は
、
一
九
組

三
八
首
か
ら
一
八
八
組
三
八
一
首
へ
と
激
増
し
、『
後
撰
集
』
に
お
い
て

贈
答
歌
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
贈
答

歌
が
洗
練
さ
れ
、
そ
の
形
式
が
完
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
贈
歌
に
対

す
る
返
歌
の
技
術
を
問
う
『
陽
成
院
一
親
王
姫
君
達
歌
合
』・
源
順
「
万

葉
集
和
し
侍
り
け
る
歌
」
の
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。」

○ 

「
散
文
作
品
に
お
け
る
引
歌
の
発
生
と
展
開
に
つ
い
て
は
、
村
川
和
子
の

調
査
と
整
理
が
あ
る
。
村
川
は
、『
伊
勢
物
語
』『
土
佐
日
記
』
に
お
い
て

引
歌
が
用
い
ら
れ
始
め
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
地
の
文
に
し
か
引
歌

は
登
場
せ
ず
、『
宇
津
保
物
語
』『
落
窪
物
語
』
に
至
っ
て
、
引
歌
は
数
量

が
増
加
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
会
話
文
・
消
息
文
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
十
世
紀
末
に
成
立
の
『
宇
津
保
物
語
』『
落

窪
物
語
』
に
お
い
て
、
会
話
文
・
消
息
文
に
引
歌
が
用
い
ら
れ
る
例
が
登

場
す
る
の
は
、
九
五
一
年
成
立
の
『
後
撰
集
』
に
引
歌
を
用
い
た
贈
答
歌

が
見
出
せ
る
こ
と
と
照
応
す
る
現
象
で
あ
る
。」

○ 

「『
後
撰
集
』
に
〈
本
歌
取
り
〉
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
、
片
桐

洋
一
だ
っ
た
。
片
桐
は 

『
後
和
歌
撰
集
』
に
『
古
今
和
歌
集
』
お
よ
び
既

存
和
歌
の
表
現
を
踏
ま
え
た
歌
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
方
法
を
Ａ
〜
Ｅ

の
五
種
に
分
類
し
て
い
る
。
Ａ
種
は
二
・
三
句
を
利
用
し
た
も
の
、
Ｂ
種

は
一
語
一
句
の
み
の
利
用
で
言
葉
を
借
り
た
だ
け
の
も
の
、
Ｃ
種
は
明
ら

か
に
本
歌
を
意
識
し
、
本
歌
と
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
、
Ｄ

種
は
一
首
の
全
体
な
い
し
部
分
の
内
容
を
一
つ
の
語
句
に
凝
縮
し
た
も

の
、
Ｅ
種
は
Ｄ
種
を
さ
ら
に
凝
縮
し
て
新
し
い
単
語
を
造
る
も
の
で
、
本

歌
に
全
面
的
に
依
拠
し
つ
つ
も
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

○ 

「『
後
撰
集
』
時
代
に
は
す
で
に
〈
本
歌
取
り
〉
の
発
想
が
あ
り
、
詠
歌

方
法
と
し
て
広
ま
っ
て
い
た
。
露
わ
に
〈
本
〉
か
ら
表
現
を
摂
取
す
る
こ

と
で
〈
本
歌
〉
を
喚
起
さ
せ
、
詞
書
や
題
に
よ
る
情
報
が
無
く
と
も
読
者

に
〈
本
歌
〉
を
踏
ま
え
た
理
解
・
読
解
が
可
能
な
〈
本
歌
取
り
〉
が
存
在

し
て
い
た
。
類
歌

4

4

の
延
長
線
上
に
あ
り
つ
つ
も
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
踏
み

込
ん
だ
〈
本
歌
取
り
〉 

も
、
同
時
代
に
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。」

○ 

「『
陽
成
院
一
親
王
姫
君
達
歌
合
』
と
【
引
用
者
注
：『
拾
遺
和
歌
集
』
で

の
源
順
の
】「
万
葉
集
和
し
侍
り
け
る
歌
」
は
、〈
本
歌

4

4

〉
を
贈
歌
と
見
な

4

4

4

4

4

4

し4

、
そ
れ
に
対
す
る
返
歌
の
体
で
詠
ま
れ
、
題
と
な
る
〈
本
歌
〉
に
対
す

る
反
発
・
切
り
返
し
の
発
想
か
ら
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。〈
本
〉
に
対

す
る
切
り
返
し
に
根
ざ
し
て
、
批
判
を
内
在
さ
せ
つ
つ
自
身
の
視
点
や
心

情
を
対
比
的
に
強
調
す
る
と
い
う
方
法
は
、
後
世
の
「
本
歌
に
贈
答
す
る

体
」
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、【
中
略
】「
本
歌
取
り
」
の
原
初
的
な
も
の

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。」

　

引
用
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
「
贈
答
歌
」「
引
歌
」「
本
歌
取
り
」
と

い
う
点
に
絞
っ
て
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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◆ 

『
後
撰
和
歌
集
』
に
て
贈
答
歌
の
基
本
が
完
成
し
、
一
八
八
組
三
八
一
首
へ

と
『
古
今
和
歌
集
』
の
10
倍
に
激
増
（
小
山
順
子
）

◆ 

『
後
撰
和
歌
集
』
に
は
〈
本
歌
取
り
〉
が
多
い
（
片
桐
洋
一
）

◆ 

源
順
〝「
万
葉
集
和
し
侍
り
け
る
歌
」 『
拾
遺
和
歌
集
』
は 

〈
本
歌
〉
を
贈
歌

と
見
な
し
、
そ
れ
に
対
す
る
返
歌
の
体
で
詠
ま
れ
、「
本
歌
取
り
」
の
原
初

的
な
も
の
〞 （
小
山
順
子
）

◆ 

（
引
き
歌
と
源
順
と
の
関
連
）「
引
歌
」
の
、
散
文
作
品
に
お
け
る
発
生
と

展
開
で
は
、【
源
順
が
原
作
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
】『
宇
津
保
物
語
』

『
落
窪
物
語
』
に
て
引
歌
が
増
加
す
る
だ
け
で
は
な
く
会
話
文
・
消
息
文
に

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。（
村
川
和
子
）

◆ 

『
宇
津
保
物
語
』『
落
窪
物
語
』
に
て
引
歌
が
増
加
し
さ
ら
に
会
話
文
・
消
息

文
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
と
、『
後
撰
集
』
に
引
歌
を
用
い
た

贈
答
歌
が
見
出
せ
る
こ
と
と
は
「
照
応
す
る
現
象
」 （
小
山
順
子
）

◆ 

『
後
撰
集
』
時
代
に
既
に
〈
本
歌
取
り
〉
は
詠
歌
方
法
と
し
て
広
ま
っ
て
い

た
。
露
わ
に
〈
本
〉
か
ら
表
現
を
摂
取
す
る
〈
本
歌
取
り
〉
が
存
在
し
て
い

た
。

　

源
順
が
、「
本
歌
取
り
」
の
〝
原
初
的
な
も
の
〞
を
成
し
て
い
る
、
と
さ
れ

て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
さ
ら
に
、「
露
わ
に
〈
本
〉
か
ら
表
現
を
摂
取
す
る

〈
本
歌
取
り
〉」
の
存
在
と
い
う
点
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
源
順
の
特
徴
的
詠

歌
形
式
に
お
い
て
、
初
句
（
さ
ら
に
二
句
も
）
や
下
の
句
に
元
歌
（
本
歌
）
と

ほ
と
ん
ど
同
じ
表
現
を
採
用
し
、
し
か
も
内
容
的
に
も
ほ
と
ん
ど
類
似
し
て
い

る
歌
が
複
数
見
ら
れ
る
こ
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
時
、
源
順
の
詠
歌
特
徴
と
の

共
通
性
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
小
山
氏
の
指
摘
は
、
源
順
の
詠
歌
特
徴
が
も
つ

問
題
（
ひ
い
て
は
『
篁
物
語
』
の
贈
答
歌
の
問
題
）
と
緊
密
に
関
わ
っ
て
く
る

こ
と
が
わ
か
る
。

３
│
２　
『
篁
物
語
』
お
よ
び
源
順
の
研
究
の
発
展
的
追
加
課
題

　

３

│
１

で
確
認
し
た
小
山
順
子
（2023

）
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
先
の
（
９

）

ま
で
の
研
究
課
題
に
追
加
す
る
と
、
源
順
の
研
究
（
ま
た
『
篁
』
の
研
究
）
は
、

新
た
に
次
の
よ
う
な
発
展
的
課
題
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
10
） 

贈
答
歌
が
一
八
八
組
三
八
一
首
に
激
増
し
た
『
後
撰
和
歌
集
』
と
梨
壺

の
五
人
で
あ
る
源
順
の
詠
歌
技
法
の
特
徴

（
11
） 

本
歌
取
り
が
多
い
（
片
桐
洋
一
）『
後
撰
和
歌
集
』
と
、
本
歌
取
り
の

原
初
的
な
作
品
を
残
し
た
、
梨
壺
の
五
人
で
も
あ
る
源
順
の
影
響
関
係

（
12
） 

露
わ
に
〈
本
歌
〉
か
ら
表
現
を
摂
取
す
る
〈
本
歌
取
り
〉
の
詠
歌
方
法

が
広
ま
っ
て
い
た
『
後
撰
集
』
と
、
対
句
的
対
称
的
な
構
成
の
「
対
の

歌
」
を
多
く
残
し
た
源
順
と
の
関
係

（
13
） 〈
本
歌
〉
を
贈
歌
と
見
な
し
て
そ
の
返
歌
の
体
で
詠
ま
れ
て
い
る
、〝「
本

歌
取
り
」
の
原
初
的
な
も
の
と
さ
れ
る
〞（
小
山
順
子
）
源
順
の
「
万

葉
集
和
し
侍
り
け
る
歌
」『
拾
遺
和
歌
集
』
の
作
成
意
図
と
解
釈

（
14
） 「
引
歌
」
の
散
文
作
品
で
の
展
開
と
し
て
は
、『
宇
津
保
物
語
』『
落
窪

物
語
』 

に
て
「
引
歌
」
が
増
加
し
か
つ
会
話
文
・
消
息
文
に
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
（
村
川
和
子
）
こ
と
と
、
そ
れ
ら
の
原
作
者
と
擬
さ
れ
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て
い
る
源
順
と
の
関
係

（
15
） 

贈
答
歌
の
基
本
が
完
成
し
た
と
言
わ
れ
る
『
後
撰
集
』
と
「
贈
答
歌
」

を
軸
に
展
開
す
る
歌
物
語
『
篁
物
語
』
の
関
連
性

　

即
ち
、
歌
人
・
源
順
の
詠
歌
様
式
、『
篁
』
の
贈
答
歌
、
ま
た
、『
篁
』
の
原

作
者
に
擬
さ
れ
る
源
順
は
、
平
安
前
期
に
お
け
る
「
贈
答
歌
」「
本
歌
取
り
」

の
発
生
と
展
開
と
い
う
和
歌
史
の
中
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
新
た
に

わ
か
る
。

　

な
お
、
源
順
の
、
上
記
の
「
本
歌
取
り
」「
贈
答
歌
」
の
展
開
と
も
関
わ
っ

て
く
る
「
対
の
歌
」
の
時
期
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
が
最
初
に
認
め
ら

れ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る 

「
西
宮
紅
梅
の
歌
の
序
」
で
あ
り
、
天
暦
２

年
（948

）

か
ら
同
７

年
（953

）
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
次
に
「
対
の
歌
」

が
認
め
ら
れ
た
所
謂 

「
松
声
入
夜
琴
の
歌
の
序
」
の
方
は
貞
元
元
年
（976

）

10
月
27
日
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
共
に
山
本
真
由
子2013

に
諸
説
論
文
あ
り
）。

　
「
順
百
首
」（
好
忠
集
」
収
載
）
に
は
、『
貫
之
集
』
や
『
古
今
和
歌
集
』
を

元
歌
と
す
る
「
対
歌
」
が
多
く
指
摘
で
き
る
が
、
源
順
の 

「
順
百
首
」
は
「
好

忠
集
」
の
成
立
時
期
で
あ
る
天
徳
末
（
天
徳
=957

〜961

年
）
頃
と
さ
れ
て

い
る
（
天
徳
４

年960

頃
と
記
す
も
の
が
多
い
）。

　

上
記
の
「
贈
答
歌
」「
本
歌
取
り
」
の
問
題
は
い
ず
れ
も
『
後
撰
和
歌
集
』

の
特
徴
と
関
わ
る
が
、
源
順
の
「
西
宮
紅
梅
の
歌
の
序
」
お
よ
び
「
順
百
首
」

は
、
そ
の
『
後
撰
和
歌
集
』
よ
り
早
く
、「
順
百
首
」
も
『
後
撰
和
歌
集
』
編

纂
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
は
、
注
目
さ
れ
る
。

　
『
後
撰
和
歌
集
』
は
、
天
暦
５

年
（951

年
）
10
月
に
撰
和
歌
所
が
置
か
れ
、

遅
く
と
も
天
暦
末
年
（
天
暦
は947

〜957

年
）
に
は
奏
覧
さ
れ
た
と
さ
れ
て

い
る
。
諸
説
と
し
て
は
天
暦
９

年
か
ら
天
徳
２

年
（958

年
）
の
間
に
成
立
（
奥

村
恒
哉
説
=
作
者
名
の
表
記
の
仕
方
か
ら
）、あ
る
い
は
ま
た
、天
暦
７

年
（953

年
）
頃
（
山
口
博
説
=
10
月
28
日
に
皇
太
后
藤
原
穏
子
に
よ
り
昭
陽
舎
で
菊
合

が
開
か
れ
穏
子
は
翌954

年
昭
陽
舎
で
没
し
て
い
る
か
ら
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　

順
の
「
西
宮
紅
梅
の
歌
の
序
」
と
「
順
百
首
」
の
成
立
時
期
は
、
順
が
寄
人

で
あ
っ
た
『
後
撰
和
歌
集
』
の
編
纂
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
一
致
は
偶
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
の
で
、「
後
撰
集
」
に
お
け
る
上
述
の

よ
う
な
特
徴
を
考
察
す
る
上
で
、『
篁
』
や
『
宇
津
保
』
を
含
め
た
、
源
順
の

作
品
や
歌
集
に
お
け
る
詠
歌
様
式
の
変
遷
は
、
和
歌
史
上
に
お
い
て
も
、
改
め

て
詳
細
に
分
析
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
課
題
と
思
わ
れ
る
（【
注
２

】）。

４　
『
古
今
和
歌
集
』
と
の
類
似
歌

　

前
稿
・
安
部
（2022

）
で
は
、『
古
今
和
歌
集
』
の
和
歌
と
、
構
成
的
に
も

類
似
す
る
源
順
の
和
歌
３

首
（「
源
順
集
」
中
の
二
六
九
、「
順
百
首
」
中
の
五

一
四
、
五
三
七
）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
対
称
的
構
造
を
具
体
的
に
解
説
し
た
。

そ
れ
ら
３

組
以
外
に
も
構
成
の
類
似
が
同
程
度
に
認
め
ら
れ
る
歌
と
し
て
さ
ら

に
３

首
（
一
六
五
、
一
八
〇
、
一
八
六
）
の
歌
番
号
と
初
句
の
み
を
「
前
稿
の

【
補
注
１

】」
に
挙
げ
て
お
い
た
。
後
者
の
３

首
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
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構
成
の
類
似
を
改
め
て
示
す
た
め
に
、
対
応
す
る
源
順
の
歌
と
併
記
し
て
お
く

こ
と
に
す
る
。
い
ず
れ
も
先
に
置
い
た
歌
が
「
源
順
集
」
で
、
対
応
す
る
語
・

句
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
空
欄
を
入
れ
、
同
語
・
縁
語
・
類
義
語
等
に
傍
線

を
付
す
。

　

な
お
、
源
順
の
対
句
的
歌
に
つ
い
て
新
た
に
見
出
し
た
事
例
を
挙
げ
る
前

に
、
河
原
院
文
化
圏
の
歌
人
が
範
と
仰
ぐ
紀
貫
之
の
歌
に
対
応
す
る
、
よ
り
古

い
事
例
と
思
わ
れ
る
一
首
を
あ
げ
、
そ
の
後
、
安
部
（2022

）
に
お
い
て
指
摘

し
た
数
例
を
、
比
較
参
照
の
た
め
に
再
掲
し
て
お
く
。

◆
『
貫
之
集
』

〇　
　

別
涼

Ａ 

み
そ
ぎ
す
る 

か
は 

の 

瀬 

見
れ
ば　

か
ら
衣　

日
も
ゆ
ふ
ぐ
れ
に　

浪 

ぞ
立
ち
け
る
（『
貫
之
集
』
延
喜
二
年
屏
風
歌
・
９

）

○
Ｂ 

み
そ
ぎ
す
る 

か
も 

の 

川
浪　

立
つ
日
よ
り　

ま
つ
の
か異

・
か
ぜげ

こ
そ　

ふ
か
く
見
え
け
れ
（「
順
百
首
」、
夏
・498

）

文
法
構
造
=
「
み
そ
ぎ
す
る
＋
か
」
│
河
川
語
彙
│
動
詞
│
「
日
」
│
縁

語
（「
夕
暮
れ
」「
影
」）
│
係
助
詞
（
ぞ
・
こ
そ
）
│
動
詞
│
助
動

詞
「
け
り
」

＊ 

冠
部
「
み
そ
ぎ
す
る
＋
か
」
ま
で
六
音
同
韻
で
、
末
尾
も
ほ
ぼ
同
韻
の

「
け
る
／
け
れ
」。
文
法
構
造
の
他
、
冠
・
沓
の
韻
も
意
識
さ
れ
て
い
る
。

　

次
の
３

組
は
安
部
（2022

）
か
ら
再
掲
す
る
。

○ 

一
六
五　

 

千
鳥
な
く　

さ
ほ
の
川
霧　

さ
ほ
山
の　

紅
葉
（
も
み
ぢ
） 

ば

か
り
は　

立
ち
な
か
く
し
そ　
「
源
順
集
」

　

三
六
一　

 

千
鳥
な
く　

さ
ほ
の
川
霧　

立
ち
ぬ
ら
し　

山
の
こ
の
葉
も　

色
ま
さ
り
ゆ
く　
『
古
今
和
歌
集
』

○
一
八
〇　

 

風
さ
む
み　

鳴
く 

か
り
が
ね
に　

あ
は
す
れ
ば　

夜
の
衣
は　

う
ち
ま
さ
り
け
り　
「
源
順
集
」

　

二
一
一　

 

夜
を
さ
む
み　

衣 

か
り
が
ね　

鳴
く 

な
へ
に　

萩
の
し
た
ば

も　

う
つ
ろ
ひ
に
け
り　
『
古
今
和
歌
集
』

○
一
八
六　

 

春
ふ
か
み　

井
手
の 

川
浪　

立
ち
か
へ
り　

見
て
こ
そ
ゆ
か

め　

山
吹
の
花　
「
源
順
集
」

　

一
二
五　

 

か
は
づ
な
く　

井
手
の 

山
吹　

ち
り
に
け
り　

花
の
さ
か
り

に　

会
は
ま
し
も
の
を　
『
古
今
和
歌
集
』

　

さ
ら
に
こ
れ
ら
３

組
６

首
以
外
に
も
、
近
似
性
・
対
称
性
が
多
少
劣
る
も
の

も
含
め
、
さ
ら
に
次
の
対
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
八　
　
　

 

ほ
の
ぼ
の
と
明
石
の 

浜
を
見
わ
た
せ
ば
春
の
浪
わ
け
出
づ

る 

舟
の
ほ　
「
源
順
集
」

　

四
〇
九　

 
ほ
の
ぼ
の
と
明
石
の 

浦
の
朝
霧
に
島
が
く
れ
行
く 

舟
を
し
ぞ
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思
ふ　
『
古
今
和
歌
集
』

○
二
二　
　

 

き
の
ふ
こ
そ
ゆ
き
て
み
ぬ
ほ
ど
い
つ
の
ま
に　

う
つ
ろ
ひ
ぬ
ら

ん　

の
べ
の
秋 

は
ぎ　
「
源
順
集
」

　

一
七
二　

 
き
の
ふ
こ
そ
さ
な
へ
と
り
し
か
い
つ
の
ま
に　

い
な
ば
そ
よ
ぎ

て　

秋
風
の
吹
く　
『
古
今
和
歌
集
』

○
四
〇　
　

 

思
ひ
を
も
恋
を
も
せ
じ
の
み
そ
ぎ 

す
と　

ひ
と
か
た
な
で
て

は
て
は
て
は
し
お　
「
源
順
集
」

　

五
〇
一　

 

恋
せ
じ
と
み
た
ら
し
河
に
せ
し
み
そ
ぎ　

神
は
う
け
ず
ぞ
な
り

に
け
ら
し
も　
『
古
今
和
歌
集
』

○
四
七　
　

 

を
ぐ
ら
山
お
ぼ
つ
か
な
く
も
あ
ひ
ぬ
る
か　

鳴
く
鹿
ば
か
り
恋

し
き
も
の
を　
「
源
順
集
」

　

四
三
九　

 

を
ぐ
ら
山
み
ね
た
ち
な
ら
し
鳴
く
鹿
の　

へ
に
け
む
秋
を
し
る

人
ぞ
な
き　
『
古
今
和
歌
集
』

○
二
八
〇　
　

 

山
吹
の
花
の
し
た
水
さ
か
ね
ど
も　

み
な
く
ち
な
し
と
か
げ

ぞ
み
え
け
る　
「
源
順
集
」

　

一
〇
一
二　

 

山
吹
の
花
色
衣
ぬ
し
や
た
れ　

と
へ
ど
こ
た
へ
ず
く
ち
な
し

に
し
て　
『
古
今
和
歌
集
』

○
五
五
八　
　

 

思
ふ
と
も
思
は
ず
と
い
ひ
て
あ
ぢ
き
な
く　

ひ
と
を
う
ら
む

る
こ
と
の
わ
り
な
さ　
　
「
順
百
首
」

　

一
〇
三
九　

 

思
へ
ど
も
思
は
ず
と
の
み
い
ふ
な
れ
ば　

い
な
や
思
は
じ
思

ふ
か
ひ
な
し　
『
古
今
和
歌
集
』

　

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
前
稿
で
あ
げ
た
歌
を
含
め
、
特
に
上
の
句
に
同
語
な
い

し
類
似
す
る
句
や
語
が
現
れ
て
い
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
本
歌

取
り
」
を
試
み
て
た
ま
た
ま
類
似
性
が
高
い
和
歌
と
な
っ
た
、
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
意
図
的
に
同
じ
句
や
語
を
積
極
的
に
使
用
し
て
い
る
、
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

今
回
の
追
加
で
合
計
12
首
に
な
る
。
文
法
的
構
造
が
瓜
二
つ
と
い
う
歌
か

ら
、
複
数
の
句
に
同
語
が
現
れ
る
程
度
と
い
う
和
歌
ま
で
、
類
似
度
に
は
幅
が

あ
る
が
、
原
田
真
理
（1979

）
で
は
『
古
今
和
歌
集
』
の
影
響
を
受
け
た
類
似

す
る
源
順
の
和
歌
は
10
首
あ
る
と
す
る
。
金
子
氏
の
例
示
は
一
部
ゆ
え
、
ど
の

10
首
か
は
具
体
的
に
は
未
詳
で
あ
る
が
、
上
記
の
12
首
ほ
ど
は
類
似
歌
と
考
え

て
お
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。

５　

源
順
と
紀
貫
之

５
│
１　

紀
貫
之
と
『
万
葉
集
』

　

安
部
（2022

）
に
て
、
順
の
「
対
の
歌
」
の
よ
う
な
技
法
は
、
漢
詩
の
対
句

の
技
法
を
取
り
入
れ
、
詞
序
に
な
ぞ
ら
え
た
「
歌
の
序
」
で
あ
る
「
西
宮
」
の
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中
で
、
い
わ
ゆ
る
五
・
七
の
音
数
率
を
踏
ん
だ
対
句
表
現
を
組
み
込
ん
だ
こ
と

に
始
ま
る
の
で
は
な
い
か
、
と
解
釈
し
た
。
ま
た
、「
順
百
首
」
の
和
歌
に
、「
貫

之
集
」
の
和
歌
と
対
を
成
す
歌
（「
み
ぞ
ぎ
す
る
」）
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

順
も
含
ま
れ
る
い
わ
ゆ
る
河
原
院
文
化
圏
の
歌
人
達
が
紀
貫
之
を
歌
の
範
と
仰

い
で
い
た
こ
と
と
も
関
わ
る
と
考
え
た
。

　

今
回
、「
本
歌
取
り
」
と
「
後
撰
集
」
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
小
川
順
子

（2023

）
を
受
け
、
改
め
て
「
本
歌
取
り
」
の
歴
史
を
確
認
し
て
い
く
と
、
そ

の
最
も
古
い
事
例
と
も
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
和
歌
と
し
て
紀
貫
之
の
次
の
歌
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

○ 

紀
貫
之
「
三
輪
山
を 

し
か
も
隠
す
か 
春
霞 
人
に
知
ら
れ
ぬ 

花
や
咲
く

ら
む
」『
古
今
和
歌
集
』
巻
２

│
94

○ 

額
田
王
「
三
輪
山
を 

し
か
も
隠
す
か 

雲
だ
に
も 
心
あ
ら
な
も 

か
く
さ

ふ
べ
し
や
」『
万
葉
集
』
巻
１

│
18

　

初
句
・
二
句
は
同
一
で
、
第
三
句
以
降
が
自
詠
で
は
あ
る
も
の
の
、
三
句
の

縁
語
「
霞
│
雲
」、
四
句
目
の
縁
語
的
語
「
人
│
心
」、
四
句
と
結
句
で
の
同
義

語
的
表
現
「
知
ら
れ
ぬ
│
か
く
さ
ふ
」
な
ど
、
縁
語
や
類
義
語
が
、
同
一
句
な

い
し
近
い
句
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
構
成
的
に
も
極
め
て
近
似
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
源
順
の
「
対
の
歌
」
で
も
、
初
句
と
（
な
い
し
）
二
句
で
同
一
表

現
を
使
う
事
例
が
多
か
っ
た
。

　

河
原
院
歌
人
達
が
範
と
仰
ぐ
貫
之
が
こ
の
よ
う
な
、
類
似
度
の
高
い
「
本
歌

取
り
」
的
技
法
を
残
し
て
い
る
な
ら
ば
、
漢
詩
の
「
対
句
」
的
技
法
を
取
り
入

れ
た
順
の
和
歌
で
は
、
そ
の
対
と
な
る
和
歌
と
類
似
度
の
高
い
対
称
的
構
成
に

な
っ
て
く
る
の
は
、
必
然
的
な
結
果
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。
順
の
対

の
歌
に
、
類
似
度
の
高
い
歌
が
多
い
と
い
う
特
徴
は
、
歌
の
序
で
の
対
句
の
模

倣
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
紀
貫
之
の
歌
が
、
も
う
１

つ
の
源
流
に

な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
こ
と
を
、
改
め
て
指
摘
し
て
み
た
い
。

　
「
本
歌
取
り
」
が
「
後
撰
集
」
前
後
に
浸
透
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
後
に
、

本
歌
取
り
が
「
置
き
所
を
変
え
な
い
で
用
い
る
場
合
に
は
二
句
以
下
と
す
る
」

「
主
題
を
合
致
さ
せ
な
い
」
な
ど
、
む
し
ろ
両
歌
の
距
離
を
置
く
一
定
の
制
限

を
確
立
さ
せ
て
い
く
が
、
そ
の
前
の
初
期
の
段
階
に
お
い
て
は
、
順
の
よ
う
な
、

む
し
ろ
同
一
句
が
多
く
、
主
題
も
一
致
し
、
文
法
的
構
造
や
全
体
の
構
成
も
近

似
す
る
む
し
ろ
「
類
歌
」
に
近
い
詠
法
が
、
展
開
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
の
こ
と
を
改
め
て
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

思
わ
れ
る
（
後
述
）。

５
│
２　
『
万
葉
集
』
と
源
順

　

源
順
は
、
７

│
１

で
見
た
よ
う
な
、
紀
貫
之
が
『
万
葉
集
』
を
踏
ま
え
て
類

似
す
る
歌
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
倣
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
順
に
は
、
そ
れ
と

同
様
に
、
初
句
・
二
句
を
そ
の
ま
ま
詠
む
歌
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
福
田

（2011
）
に
は
、
異
な
る
観
点
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
順
の
和
歌
の
指

摘
が
あ
る
。や
や
長
く
な
る
が
そ
の
考
察
部
分
を
含
め
て
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。
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○
「（
こ
れ
は
あ
さ
か
や
ま
に
な
に
は
つ
）

か
く
恋
ひ
ん
も
の
と
し
り
せ
ば
ひ
と
め
見
る
人
に
こ
こ
ろ
を
つ
く
る
身
な

れ
ば　
〈
順
百
首
〉『
好
忠
集
』
五
六
二

「
か
く
こ
ひ
ん
も
の
と
し
り
せ
ば
」
と
い
う
、
常
套
句
と
も
と
れ
る
表
現

は
、
し
か
し
、
平
安
期
に
は
ほ
ぼ
用
い
ら
れ
ず
、
万
葉
歌
に
二
例
存
す
る
。

か
く
恋
ひ
む
も
の
と
し
り
せ
ば
夕
へ
置
き
て
あ
し
た
は
消
け
ぬ
る
露
な
ら

ま
し
を　
『
万
葉
集
』
巻
第
十
二
・
三
〇
三
八

か
く
恋
ひ
む
も
の
と
し
り
せ
ば
わ
ぎ
も
こ
に
言
問
は
ま
し
を
今
し
悔
し
も　

『
万
葉
集
』
巻
第
十
二
・
三
一
四
三

た
だ
し
、
注
目
す
べ
き
は
次
の
『
古
今
六
帖
』
の
出
典
未
詳
歌
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

（
ゆ
み
）　

人
丸

か
く
恋
ひ
ん
も
の
と
し
り
せ
ば
あ
づ
さ
ゆ
み
す
ゑ
の
な
か
ご
ろ
あ
ひ
み
て

ま
し
を　
『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
五
・
三
四
二
五

こ
の
歌
を
人
丸
の
作
と
す
る
根
拠
は
、
未
だ
管
見
に
入
ら
な
い
が
、
初

句
・
第
二
句
か
ら
万
葉
ら
し
さ
を
読
み
取
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
」。

　

先
に
取
り
上
げ
た
、『
万
葉
集
』
に
よ
る
貫
之
の
歌
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

順
は
、
詞
序
に
お
け
る
対
句
構
造
を
和
歌
に
応
用
し
た
、
と
い
う
一
面
だ
け
で

は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
歌
の
範
と
仰
ぐ
紀
貫
之
の
詠
み
方
を
、
も
う
ひ
と
つ
の

側
面
と
し
て
強
く
意
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
福
田
氏
も
右
の
後

半
部
に
て
指
摘
す
る
こ
の
『
古
今
和
歌
六
帖
』
へ
の
つ
な
が
り
は
、
次
の
８

章

で
取
り
上
げ
る
長
歌
に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
編

者
と
し
て
、
源
順
を
挙
げ
る
説
（
平
井
卓
郎
（1954

））
が
あ
る
こ
と
を
考
え

る
時
、
こ
の
よ
う
な
非
常
に
珍
し
い
語
句
の
継
承
性
は
極
め
て
興
味
深
い
も
の

が
あ
る
。

５
│
３　
『
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
』
と
源
順

　

源
順
は
、『
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
』
の
和
歌
と
対
を
成
す
歌
も
詠
ん
で
い
る
。

○　
　

右

ひ
と
た
び
も 

恋
し 

と
お
も
ふ
に 

く
る
し
き
は
心
ぞ 

ち
ぢ
に
く
だ
く
べ

ら
な
る　
『
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
』
一
五
七

（
寛
平
元
年
〜
寛
平
五
年
九
月
二
十
五
日
（889

年
〜893

年
11
月
７

日
））

○　

（
こ
れ
は
あ
さ
か
や
ま
に
な
に
は
つ
）

ひ
と
た
び
も 

わ
り
な
く
も
の
を
お
も
ふ
に
は
胸
も 

ち
ぢ
に 

ぞ
く
だ
く

べ
ら
な
る　
〈
順
百
首
〉『
好
忠
集
』
五
五
四

６　

長
歌
と
源
順
の
「
対
の
歌
」

　

源
順
は
、
短
歌
だ
け
で
な
く
長
歌
の
中
の
一
部
か
ら
さ
え
も
、
対
と
な
る
歌

を
作
り
出
し
て
い
る
。
安
部
（2017

）
に
て
、『
篁
』
の
一
首
の
典
拠
は
源
順

の
長
歌
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
長
歌
の
一
節
を
元
歌
と
し
得
る
の
は
本
人

自
身
で
あ
ろ
う
故
と
解
釈
し
た
。

　
「
長
歌
の
一
部
を
元
歌
と
し
て
所
謂
本
歌
取
り
を
す
る
」
事
例
、
し
か
も
構

成
ま
で
類
似
さ
せ
た
歌
を
作
る
と
い
う
営
み
は
、
そ
の
１

例
の
み
で
果
た
し
て
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源
順
だ
と
断
言
で
き
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
懸
念
は
残
っ
て
い
た
。
そ
の
点
に

つ
い
て
は
幸
い
順
が
残
し
た
歌
は
少
な
く
な
い
こ
と
も
あ
り
（
短
歌
以
外
も
含

め
約450
首
と
さ
れ
る
）、
ま
た
長
歌
の
方
は
他
者
の
作
品
も
多
い
の
で
、
丹

念
に
検
索
を
行
え
ば
い
つ
か
同
様
の
歌
を
見
出
せ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。

今
回
、
探
し
出
す
よ
り
も
早
く
、
源
順
が
長
歌
か
ら
短
歌
を
生
み
出
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
福
田
智
子
（2011

）
を
見
出
し
た
の
で
、
紹
介
し
て
お
き
た

い
。
福
田
智
子
（2011

）
は
、
順
百
首
の
次
の
歌
に
つ
い
て
、『
万
葉
集
』⇒

『
古

今
和
歌
集
』⇒

『
順
百
首
』⇒
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
お
け
る
「
表
現
継
承
」

を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
は
福
田
氏
に
よ
る
マ
マ
）。
順
は
、『
万
葉
』
学
者

と
し
て
お
そ
ら
く
直
接
に
は
『
万
葉
集
』
か
ら
引
い
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。
以
下
、
福
田
智
子
（2011

）
で
の
考
察
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
お
く
。

○　

恋
十

色
に
出
で
ば
人
知
り
ぬ
べ
み
を
だ
え
だ
の
ぬ
き
よ
り
も
け
に
う
へ
ぞ
つ
れ

な
き　
〈
順
百
首
〉『
好
忠
集
』
五
二
三

「
初
句
・
第
二
苦
句
の
「
い
ろ
に
い
で
ば
人
し
り
ぬ
べ
み
」
と
い
う
表
現
は
、

ま
ず
、次
の
万
葉
の
長
歌
に
見
出
さ
れ
る
。そ
し
て
さ
ら
に
、『
古
今
和
歌
集
』

雑
体
に
も
存
す
る
の
で
あ
る
。」（
福
田
）

○　
　

天
平
元
年
己
巳
冬
十
二
月
歌
一
首　

并
短
歌

う
つ
せ
み
の 

世
の
人
な
れ
ば 

大
君
の 

命
畏
み 

敷
島
の 

大
和
の
国

の 

石
上 

布
留
の
里
に 

紐
解
か
ず 

丸
寝
を
す
れ
ば 

我
が
着
た
る 

衣
は

な
れ
ぬ 

見
る
ご
と
に 

恋
は
ま
さ
れ
ど 

色
に
出
で
ば
人
知
り
ぬ
べ
み 

冬

の
夜
の 

明
か
し
も
え
ぬ
を 

寐
も
寝
ず
に 

我
れ
は
ぞ
恋
ふ
る　

妹
が
た

だ
か
（
直
香
）
に　
『
万
葉
集
』
巻
第
十
九
雑
体
・
一
七
八
七

○
題
し
ら
ず　

よ
み
人
し
ら
ず

（
略
）
あ
し
ひ
き
の　

山
し
た
水
の　

こ
が
く
れ
て　

た
ぎ
つ
心
を　

た

れ
に
か
も　

あ
ひ
か
た
ら
は
む　

色
に
出
で
ば　

人
知
り
ぬ
べ
み　

す
み

ぞ
め
の　

ゆ
ふ
べ
に
な
れ
ば　

ひ
と
り
ゐ
て　

あ
は
れ
あ
は
れ
と　

な
げ

き
あ
ま
り　

せ
む
す
べ
な
み
に　

に
は
に
い
で
て　

た
ち
や
す
ら
へ
ば　

し
ろ
た
へ
の　

衣
の
そ
で
に　

お
く
つ
ゆ
の　

け
な
ば
け
ぬ
べ
く　

お
も

へ
ど
も
（
後
略
）　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
九
・
一
〇
〇
一

「
こ
の
『
古
今
和
歌
集
』
歌
は
、
後
に
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
四
・
二
五

〇
四
番
に
も
収
め
ら
れ
る
。
こ
の
表
現
継
承
の
細
い
流
れ
の
中
に
、〈
順
百

首
〉
歌
も
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。」
│
│
福
田
智
子
（2011

）
に
よ
る

　
『
篁
』
の
中
の
一
首
が
、「
源
順
集
」
の
長
歌
か
ら
作
り
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、

順
の
こ
の
よ
う
な
詠
歌
の
営
み
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
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７　
 「

順
百
首
」
と
「
恵
慶
百
首
」（
松
本
真
奈
美
（2005

） 

を
踏
ま
え
て
）

　

安
部
（2022
）
に
お
い
て
、「
順
百
首
」
の
や
や
後
の
成
立
と
な
る
「
恵
慶

百
首
」
に
お
い
て
順
の
和
歌
と
非
常
に
類
似
し
た
対
句
的
和
歌
を
一
首
（
冬
、

261

、「
ゐ
で
の
河
の
」）
を
取
り
上
げ
、
順
の
詠
歌
技
法
の
受
容
と
広
が
り
と

見
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
恵
慶
と
順
の
歌
の
照
合
が
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
松
本
真
由
美
（2005

）「
恵
慶
百
首
に
つ
い
て
│
│
好
忠
百
首
・
順
百
首

と
の
関
連
│
│
」
に
お
い
て
、
他
の
類
似
歌
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
見
出
し
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
く
。

　

な
お
、「
恵
慶
百
首
」
の
成
立
時
期
と
「
順
百
首
」
と
の
前
後
関
係
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
松
本
（2005

）
か

ら
該
当
部
分
を
紹
介
し
て
お
く
。

○ 

成
立
年
次
に
つ
い
て
は
、
天
徳
末
年
（
九
六
一
）
頃
成
立
の
好
忠
百
首
よ

り
後
、
と
い
う
程
度
の
こ
と
し
か
わ
か
ら
な
い
。

○ 

順
百
首
に
つ
い
て
は
、
好
忠
の
偽
作
と
す
る
説
も
古
来
あ
っ
た
が
、
好
忠

百
首
に
共
鳴
し
そ
れ
を
賛
美
す
る
表
現
を
有
す
る
序
の
内
容
、
沓
冠
歌
の

内
部
の
構
成
が
、
や
は
り
手
習
い
こ
と
ば
を
歌
頭
・
歌
末
に
置
い
て
詠
じ

た
順
の
連
作
「
あ
め
つ
ち
の
歌
」（
順
集
四
〜
五
一
）
の
構
成
方
法
と
類

似
し
て
い
る
こ
と
、
歌
の
表
現
か
ら
漢
詩
文
的
な
発
想
と
表
現
に
精
通
し

た
人
物
が
作
者
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
、
な
ど
の
点
か
ら
、
近
年
で
は
順
の

作
と
考
え
る
説
が
優
勢
で
あ
る
。
ま
た
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
よ
り
、
こ
の

順
百
首
の
歌
二
首
を
記
し
た
順
集
の
断
簡
一
葉
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
順
作
説
は
ま
ず
確
実
に
な
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

○
成
立
時
期
は
順
百
首
よ
り
や
や
下
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

以
下
、
少
し
長
く
な
る
が
、
松
本
真
由
美
（2005

）
の
考
察
も
含
め
て
引
用

し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

○
「
① 

あ
づ
ま
ぢ
に
は
る
や
き
ぬ
ら
ん
あ
ふ
み
な
る
を
か
だ
の
は
ら
に
わ
か

な
む
れ
つ
む 

（
恵
慶
集
・
百
首
・
春
・
一
九
九
〈
第
四
首
〉）

　
　
　

 

あ
づ
ま
ぢ
の
ゆ
き
か
ふ
み
ち
の
は
る
た
ゝ
ば
は
な
み
て
こ
ゝ
ろ
や
ら

ざ
ら
め
や
は 

（
好
忠
集
・
順
百
首
・
春
・
四
八
六
〈
第
三
首
〉）

　
　

② 

我
ひ
く
や 

う
ひ
ね
は
な
く
と
ほ
と
ゝ
ぎ
す　

み
ど
り
こ
や
ま
に
い

り
て
こ
そ
き
け 

（
恵
慶
集
・
百
首
・
夏
・
二
〇
七
〈
第
二
首
〉）

　
　
　

 

ほ
と
ゝ
ぎ
す 

う
ひ
だ
つ
や
ま
を
さ
と
し
ら
ば　

こ
の
ま
は
ゆ
き
て

き
く
べ
き
も
の
を

 

（
好
忠
集
・
順
百
首
・
夏
・
四
九
五
〈
第
二
首
〉）

○ 
「
と
こ
ろ
で
恵
慶
百
首
と
順
百
首
と
の
間
に
は
、
主
題
が
共
通
し
、
か
つ

一
首
を
構
成
す
る
語
句
や
こ
と
ば
続
き
も
類
似
す
る
と
い
う
歌
が
少
な
か
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ら
ず
見
ら
れ
る
。

⑮
霞
た
つ
山
の
花

　
　
　

た
つ
み

か
す
み
た
つ
み
ね
や
い
づ
れ
ぞ
た
づ
ね
み
ん　

は
な
の
と
を
め
を
ま
ぎ
ら

は
す
哉 

（
恵
慶
集
・
百
首
・
物
名
・
二
八
九
）

　
　
　

た
つ
み

か
す
み
た
つ
み
む
ろ
の
や
ま
に
さ
く
は
な
は　

ひ
と
し
れ
ず
こ
そ
ち
り
ぬ

べ
ら
な
れ 
（
順
百
首
・
好
忠
集
・
物
名
・
五
七
七
）

　

た
だ
し
、
次
の
１

組
に
つ
い
て
、
福
田
氏
は
、
恵
慶
の
歌
を
順
が
真
似
た
と

解
釈
さ
れ
て
い
る
。

○
「　

ふ
ね
に
の
り
て
、
や
ま
の
も
じ
ぢ
み
る
こ
ろ

秋 

や
ま
に
た
て
ら
ま
し
か
ば
な
ぎ
さ
こ
ぐ 

ふ
な
き
も 
い
ま
は 

も
み
ぢ

し
な
ま
し 

（
恵
慶
集
・
九
八　

拾
遺
・
雑
秋
・
一
一
二
六
）

そ
ま
び
と
の
な
ら
さ
ゞ
り
せ
ば
秋
や
ま
に 

の
き
も 

い
ま
は 
も
み
ぢ
し

な
ま
し
（「
の
き
」
の
右
側
に
「
は
无
」
と
あ
る
）

 

（
順
百
首
・
好
忠
集
・
秋
・
五
〇
九
）

○ 

「
た
だ
し
恵
慶
と
順
の
詠
歌
上
の
影
響
関
係
は
、
必
ず
し
も
常
に
順
か
ら

恵
慶
へ
、
と
い
う
一
方
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」

「
恵
慶
詠
は
、
自
分
が
乗
っ
て
い
る
舟
の
木
材
が
も
し
今
な
お
秋
の
山
に

立
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
今
頃
は
き
っ
と
紅
葉
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
と

歌
っ
た
著
名
歌
で
あ
る
。
一
方
、
加
工
さ
れ
た
木
材
の
由
来
を
思
い
、
あ

り
得
た
か
も
し
れ
ぬ
美
し
い
現
況
に
思
い
を
馳
せ
る
と
い
う
同
様
の
趣
向

の
歌
が
、
順
百
首
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
嘱
目
の
詠
に
お
け
る
恵
慶
の
発
見

を
、
順
が
百
首
歌
の
中
で
や
や
ス
ケ
ー
ル
を
小
さ
く
し
て
踏
襲
し
た
と
見

た
い
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
後
考
に
俟
ち
た
い
。」
│
│
以
上
、
松

本
真
由
美
（2005

）
に
よ
る
。

　

本
稿
執
筆
者
に
は
、
む
し
ろ
逆
に
恵
慶
が
順
に
倣
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。

そ
の
理
由
は
、
ど
ち
ら
の
歌
も
「
木
製
製
造
物
と
そ
の
材
料
で
あ
る
山
に
生
え

て
い
た
時
の
樹
木
」
の
２

つ
を
イ
メ
ー
ジ
の
上
で
つ
な
ぐ
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

発
想
で
あ
る
が
、
順
の
歌
の
方
は
、
日
常
生
活
で
身
近
に
あ
る
「
建
物
の
軒
（
軒

端
）
に
（
お
そ
ら
く
は
）
少
し
枝
の
よ
う
に
突
き
出
て
い
る
垂
木
等
の
細
く
見

え
る
木
材
」
か
ら
山
に
生
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
時
の
１

本
１

本
の
樹
木
や
そ
の

枝
へ
と
自
然
に
連
想
が
働
い
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
わ
か
り
や
す
い
発
想
に
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
恵
慶
の
歌
は
い
き
な
り
「
舟
木
」
の
木
材
か
ら

秋
の
紅
葉
し
た
樹
木
の
連
想
へ
と
つ
な
い
で
お
り
、
舟
が
「
軒
（
端
）」
よ
り

も
日
常
の
視
野
か
ら
遠
い
こ
と
、
せ
い
ぜ
い
板
状
に
加
工
さ
れ
た
舟
か
ら
は
紅

葉
し
た
枝
先
を
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
こ
と
、
を
考
え
る
と
、
順
の
歌
が
先
に

あ
っ
て
そ
の
発
想
の
飛
躍
を
借
り
て
も
う
一
段
階
遠
い
「
舟
」
へ
飛
躍
さ
せ
た

の
が
恵
慶
の
歌
で
あ
る
、
と
理
解
す
る
の
が
自
然
な
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
即
ち
、

何
気
な
く
目
に
し
た
軒
端
に
て
放
射
状
に
細
く
伸
び
て
い
る
枝
状
の
木
材
か
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ら
、「
山
に
生
え
て
い
た
時
の
樹
木
・
枝
」
で
の
枝
の
広
が
り
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
順
の
和
歌
が
あ
り
、
そ
の
発
想
を
恵
慶
が
借
り
て
詠
ん
だ
と
考
え
た
い
が
、

い
か
が
で
あ
ろ
う
か
（
順
が
後
で
あ
れ
ば
初
句
か
二
句
に
「
秋
山
」
を
置
い
た

可
能
性
が
高
い
の
で
は
、
と
も
思
わ
れ
る
）。

　

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
、
順
ほ
ど
多
い
歌
数
は
指
摘
し
得
な
い
も
の
の
、

恵
慶
も
対
句
的
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
歌
数
や
類
似
性
、
元
歌
と
し
て
い

る
紀
貫
之
な
ど
と
の
関
係
か
ら
は
、
順
の
詠
法
を
踏
襲
し
た
可
能
性
が
高
い
の

で
は
な
い
か
、
と
い
ま
は
考
え
て
い
る
。

８　
『
篁
物
語
』
と
対
称
性
を
な
す
『
宇
津
保
物
語
』
の
二
首

８
│
１　

 「
発
想
」「
見
立
て
」
が
「
一
致
す
る
」『
篁
物
語
』
と
『
宇
津
保
物
語
』

の
歌
（
津
本
信
博
（1

9
7
7

））

　

源
順
の
「
対
の
歌
」
の
詠
法
に
着
目
す
る
と
、『
篁
』
の
和
歌
に
は
、
同
じ

く
源
順
が
原
作
者
の
第
一
候
補
で
あ
る
『
宇
津
保
』
の
和
歌
と
対
を
な
す
よ
う

な
対
称
性
の
あ
る
和
歌
が
隠
れ
て
い
る
蓋
然
性
が
高
い
と
推
察
さ
れ
た
。
そ
の

よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
、『
宇
津
保
』
と
『
篁
』
の
和
歌
を
注
意
し
て
み
て
き

た
と
こ
ろ
、
そ
の
作
業
と
併
行
し
て
探
索
し
て
き
た
先
行
研
究
論
文
の
中
に
、

既
に
そ
の
よ
う
な
指
摘
が
、
津
本
信
博
（1977

）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
本
節
で
は
津
本
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

『
宇
津
保
』
と
『
篁
』
そ
れ
ぞ
れ
の
４

首
２

組
の
対
称
的
類
似
構
造
を
具
体
的

に
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
さ
ら
に
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、『
篁
』

の
当
該
１

首
に
見
ら
れ
る
欠
落
部
分
の
再
構
成
の
可
能
性
を
探
っ
て
み
た
い
と

思
う
。

　

さ
て
、
50
年
程
前
、
津
本
信
博
（1977

）「『
篁
物
語
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
篁
物
語
新
講
』「
六
、
篁
と
仲
純
」）
で
は
、『
宇
津
保
』
の
和
歌
（
２

首
）

と
『
篁
』
の
和
歌
（
贈
答
歌
）
と
の
類
似
を
分
析
し
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て

い
た
（
歌
の
詳
細
は
後
掲
）。

○ 

【
引
用
者
注
：『
宇
津
保
』
の
】
こ
の
仲
純
と
あ
て
宮
の
歌
は
、『
篁
物
語
』

の
、
や
は
り
妹
が
死
後
、
兄
の
そ
ば
に
添
い
臥
す
描
写
で
、
篁
と
妹
が
交

わ
し
た
歌
と
発
想
の
上
で
一
致
し
て
い
る
。

○
篁
も
仲
純
も
同
じ
心
境
に
居
た
こ
と
に
な
る
。

○
そ
の
見
立
て
は
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

津
本
氏
が
指
摘
す
る
類
似
性
は
、
そ
の
「
発
想
」「
心
境
」「
見
立
て
」
の
一

致
、
と
い
う
こ
と
だ
け
を
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
文
法
構
成
上
の
対
称
的

構
造
の
一
致
（
近
似
）
を
読
み
取
っ
て
の
解
釈
で
あ
る
と
み
な
せ
る
。
な
ぜ
、

そ
の
よ
う
に
「
一
致
す
る
」
歌
を
、
し
か
も
２

組
対
に
て
『
宇
津
保
』
と
『
篁
』

は
内
包
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
こ
の
２

作
品
の
原
作
者
と
そ
の
成

立
過
程
と
も
関
わ
る
非
常
に
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
２

組
対

で
あ
る
点
は
結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
各
々
の
作
品
で
贈
答
歌
的
対
に

な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
源
順
が
特
に
『
篁
物
語
』
に
て
贈
答
歌
を
中
核
と

す
る
歌
物
語
を
構
想
し
た
た
め
、
と
言
え
る
）。

　

な
お
、
津
本
氏
の
指
摘
は
、
別
の
問
題
点
の
新
た
な
解
釈
の
可
能
性
も
拓
い

て
い
る
。
そ
れ
は
、『
篁
』
に
お
け
る
32
首
の
和
歌
の
中
で
唯
一
、
欠
落
部
分
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が
あ
る
和
歌
の
解
釈
の
可
能
性
で
あ
る
。
津
本
氏
の
解
釈
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本

稿
で
『
宇
津
保
』
と
比
較
す
る
上
記
の
『
篁
』
の
贈
答
歌
２

首
の
う
ち
の
１

首

に
は
、
欠
落
と
さ
れ
て
い
る
字
足
ら
ず
の
部
分
が
あ
る
。
そ
の
欠
落
部
分
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
も
い
く
つ
か
の
復
元
案
が
提
示
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
い
ま

だ
定
説
や
支
持
を
得
た
復
元
案
は
な
く
、
ま
た
欠
落
の
理
由
も
（
欠
落
し
て
い

る
事
実
の
確
認
以
外
に
は
）、
十
分
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
和
歌
が
、『
宇
津
保
』
の
和
歌
（
２

首
の
内
の
片
方
）
と
、「
発
想
」
お
よ

び
「
見
立
て
」
が
「
一
致
」
し
て
い
て
（
津
本
氏
）、
か
つ
、
文
法
構
造
で
も

対
称
的
構
成
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
和
歌
（
安
部
）
で
あ
る
と
す
る
と
、

そ
の
欠
落
部
分
を
推
定
し
得
る
材
料
が
新
た
に
現
れ
た
こ
と
に
な
る
。
復
元
作

業
に
お
け
る
復
元
材
料
の
選
択
肢
を
よ
り
絞
り
込
ん
で
よ
り
具
体
的
に
検
討
し

得
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
従
来
の
復
元
説
の
妥
当
性
の
判
断
に
お
い
て
も
、

ひ
と
つ
の
拠
り
所
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
と
な
る
。
欠
落
部
分
の
新
た
な
復
元
案

を
提
示
し
つ
つ
、
従
来
の
諸
説
の
妥
当
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
み
た
い
。

８
│
２　

津
本
信
博
（1
9
7
7

）「
六
、
篁
と
仲
純
」
の
指
摘

　

ま
ず
、『
宇
津
保
』
の
２

首
と
『
篁
』
で
の
贈
答
歌
と
の
、「
発
想
」「
見
立
て
」

が
「
一
致
し
て
い
る
」
こ
と
を
唯
一
人
指
摘
し
て
い
る
津
本
信
博
（1977

）
の

解
釈
を
確
認
し
て
お
く
。

○ 

津
本
信
博
（1977

）「『
篁
物
語
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（
そ
の
「
六
、

篁
と
仲
純
」）『
篁
物
語
新
講
』

　

津
本
氏
は
、『
宇
津
保
』
で
の
該
当
す
る
２

首
が
読
み
込
ま
れ
る
直
前
に
、

『
篁
』
の
和
歌
と
類
似
す
る
別
の
歌
が
読
み
込
ま
れ
、『
篁
』
と
の
関
連
性
を
示

唆
す
る
か
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
も
、
併
せ
て
指
摘
し
て
い
る
。
も
し

『
篁
』
を
知
っ
て
い
る
者
で
あ
れ
ば
、
以
下
の
引
用
部
で
＊
を
付
し
た
そ
の
前

触
れ
の
歌
か
ら
既
に
、「
仲
純
と
あ
て
宮
の
関
係
」
と
『
篁
』
で
の
妹
背
の
関

係
を
想
起
で
き
る
で
あ
ろ
う
。（「
あ
て
宮
」
執
筆
時
に
は
既
に
『
篁
物
語
』
の

少
な
く
と
も
＊
の
歌
が
あ
る
冒
頭
部
分
の
草
稿
が
成
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
興
味
深
い
部
分
で
も
あ
る
。）

○
「
六
、
篁
と
仲
純
」

　

さ
ら
に
篁
物
語
の
筋
を
思
わ
せ
る
一
組
の
男
女
が
『
宇
津
保
』
に
描
か

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
同
母
兄
妹
の
、
仲
純
と
あ
て
宮
の
関
係
で
あ
る
。

　

あ
て
宮
に
恋
心
を
抱
い
て
い
る
の
は
、「
嵯
峨
院
」
の
巻
で
わ
か
る
。

（
中
略
）
し
か
し
、
結
局
は
あ
て
宮
参
内
と
い
う
悲
劇
を
招
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て 

「
あ
て
宮
」
の
巻
で
は
、
あ
て
宮
の
懸
想
人
た
ち
の
悲
し
い
消
息

が
次
か
ら
次
へ
と
紹
介
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
一
人
の
仲
頼
の
遁
世
生
活
を
見
た
仲
忠
の
歌
な
ど
は
、
篁
物
語
の

一
首
に
も
見
ら
れ
そ
う
な
歌
で
、

＊ 

う
ち
み
れ
ば
涙
の
川
と
な
が
れ
つ
ゝ
わ
か
れ
を
も
渕
瀬
を
知
ら
ぬ
身

な
れ
ば

と
あ
る
。
つ
い
で
実
忠
の
小
野
隠
遁
が
描
か
れ
、
そ
の
後
に
仲
純
の
恋
死

が
描
か
れ
る
。

か
く
て
侍
従
の
君
も
ま
ゐ
り
給
へ
る
日
、
な
く
な
り
給
ひ
に
し
か
ど
、

御
消
息
に
か
ゝ
り
て
、
あ
り
つ
る
御
思
は
月
日
に
そ
へ
て
ま
さ
り
、
身
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は
弱
く
な
り
つ
ゝ
、
え
堪
ふ
ま
じ
く
お
ぼ
ゆ
れ
ば
、
あ
て
宮
に
か
く
き

こ
え
給
ふ

い
ゐ（

マ
マ
）

ゝ
て
も
つ
ひ
に
と
ま
ら
ぬ
水
の
泡
を
み
ご
も
り
て
こ
そ
あ
る

べ
か
り
け
れ　
【
引
用
者
注
：
仲
忠
】

…
…
（
中
略
）
い
で
や
、
あ
が
君
の
御
た
め
に
は
身
の
い
た
づ
ら
に
な

り
ぬ
る
も
お
も
ひ
給
へ
ず
、
今
一
度
の
対
面
給
は
ら
ず
な
り
ぬ
る
を
思

ひ
給
へ
る
な
む

つ
ま
り
仲
純
も
あ
て
宮
入
内
と
同
時
に
死
ん
だ
が
、
あ
て
宮
の
手
紙
で
蘇

生
し
た
あ
と
（
中
略
）、
も
う
一
度
会
い
た
い
気
持
は
変
ら
な
い
。
一
方

あ
て
宮
は
、

「【
中
略
】」
な
ど
お
ぼ
し
て
、
か
く
聞
え
給
ふ

お
な
じ
野
の
露
は
い
づ
れ
も
と
ま
ら
ね
ど
／
ま
づ
消
ゆ
と
の
み
き

く
が
く
る
し
さ　
【
引
用
者
注
：
あ
て
宮
】

か
く
う
け
給
は
る
も
い
と
ほ
し
う
な
ん
」
と
聞
え
給
ふ
。
侍
従
、
み
給

ひ
て
文
を
小
さ
く
お
し
わ
ぐ
み
て
、
湯
し
て
食
（
す
）
き
い
れ
て
、
紅

の
涙
を
な
が
し
て
絶
え
入
り
給
ひ
ぬ
。（
下
略
）

い
つ
も
心
苦
し
い
こ
と
ば
か
り
仰
っ
た
が
、
そ
の
と
き
何
故
ご
返
事
し
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
く
や
む
。「
同
じ
野
の
露
」
は
兄
妹
の
関
係
を
暗
示

し
て
お
り
、「
い
づ
れ
も
と
ま
ら
ね
ど
」
は
い
づ
れ
は
消
え
去
る
べ
き
運

命
で
あ
り
、
無
常
な
も
の
な
の
だ
と
い
う
。
し
か
し
ま
ず
最
初
に
消
え
た

と
聞
く
だ
け
で
も
辛
い
も
の
だ
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
仲
忠
と
あ
て
宮
と
の
、
少
し
位
置
的
に
離
れ
た
２

首
の
ス

ト
ー
リ
ー
上
の
関
係
を
紹
介
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

○ 

こ
の
仲
純
と
あ
て
宮
の
歌
は
、『
篁
』
の
、
や
は
り
妹
が
死
後
、
兄
の
そ

ば
に
添
い
臥
す
描
写
で
、
篁
と
妹
が
交
わ
し
た
歌
と
発
想
の
上
で
一
致
し

て
い
る
【
。：
引
用
者
注
=
読
点
脱
落
か
】

と
し
て
次
の
『
篁
』
で
の
贈
答
歌
を
引
く
。

○
『
篁
物
語
』

　

泣
き
流
す
涙
の
上
に
あ
り
し
に
も

　
　

さ
ら
ぬ
あ
は
の
山
か本

ま

ゝ
へ
る 

【「
本
ま
ゝ
」
の
位
置
は
実
際
は
異
な
る
】

　

女
、
返
し

　
　

常
に
寄
る
し
ば
し
ば
か
り
は
泡
な
れ
ば

　
　

つ
い
に
溶
け
な
ん
こ
と
ぞ
悲
し
き

　

い
ま
こ
れ
ら
を
対
照
し
や
す
い
よ
う
に
併
記
し
て
再
掲
し
て
み
る
。『
篁
物

語
新
講
』
で
の
註
釈
を
後
掲
し
て
お
く
。

《
前
の
歌
》

『
宇
津
保
』
仲
忠
＝
い
ゐ

マゝ

マて
も
つ
ひ
に
と
ま
ら
ぬ 

水
の
泡
を
／
み
ご
も
り

て
こ
そ
あ
る
べ
か
り
け
れ

『
篁
』
篁
＝
泣
き
流
す 

涙
の
上
に
あ
り
し
に
も
／
さ
ら
ぬ
あ
は
の
山
か
へ
る

（
本
ま
ゝ
） 

【
下
句
に
不
完
全
部
分
あ
り
（
欠
落
か
未
完
か
未
詳
）】
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『
宇
津
保
』
=
『
新
講
・
津
本
』
全
集
底
本
「
い
ゐ（
マ
マ
）

ゝ
て
も
」。
全
集
頭
注

「「
い
ひ
で
て
も
」「
む
す
び
て
も
」
な
ど
と
改
め
る
説
も
あ
る
。「
い
ひ
」
に

「
楲
」
と
「
言
ひ
」
を
か
け
る
。
楲
は
、
池
な
ど
の
堤
か
ら
水
を
出
し
い
れ

で
き
る
よ
う
に
し
た
水
門
。「
み
ご
も
り
」
は
、「
水
籠
り
」
で
、
水
中
に
隠

れ
て
現
れ
な
い
、
の
意
だ
が
、
さ
ら
に
、
思
い
を
心
の
中
に
秘
め
て
表
に
出

さ
な
い
、
の
意
を
か
け
る
。
参
考
「
池
水
の
い
ひ
出
づ
る
こ
と
の
難
け
れ
ば

み
ご
も
り
な
が
ら
年
ぞ
経
に
け
る
」（
後
撰
・
恋
四　

藤
原
敦
忠
）。

《
後
の
歌
》

『
宇
津
保
』
あ
て
宮
＝
お
な
じ
野
の
露
は
い
づ
れ
も
と
ま
ら
ね
ど
／
ま
づ 

消

ゆ
と
の
み
き
く
が
く
る
し
さ

『
篁
』
妹
＝
常
に
寄
る 

し
ば
し
ば
か
り
は
泡
な
れ
ば
／
つ
い
に 

溶
け
な
ん
こ

と
ぞ
悲
し
き

『
宇
津
保
』
＝
『
全
集
』
訳
「
同
じ
野
に
置
い
た
露
は
、
ど
ち
ら
も
消
え
る

運
命
で
す
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
、
先
に
消
え
て
し
ま
っ
た
と
き
く
の
は
つ

ら
い
こ
と
で
す
」

『
篁
』
＝
『
新
講
』
注
解
「「
つ
ね
に
寄
る
」
は
二
人
が
寄
り
添
っ
て
い
た

い
気
持マ

マ。「
し
ば
し
ば
か
り
は
」
と
は
、
会
う
瀬
の
短
さ
を
い
う
。「
泡
」
の

縁
語
で
「
溶
け
な
ん
」
で
あ
り
（
中
略
）
泡
の
如
く
、
は
か
な
く
即
座
に
消

え
て
し
ま
う
、
と
い
う
形
容
。

　

津
本
氏
は
、
こ
れ
ら
の
前
・
後
の
２

首
の
類
似
性
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
、

「
発
想
」「
見
立
て
」
が
一
致
し
て
い
る
と
し
た
。
ま
ず
前
者
の
対
応
に
つ
い
て

は
次
の
よ
う
に
言
う
。

○ 

「
い
ゐ
で
て
も
つ
ひ
に
と
ま
ら
ぬ
水
の
泡
」【
引
用
者
注
：
波
線
部
は
津
本

解
釈
】
の
歌
は
、『
篁
』
で
い
う
な
ら
、
泣
き
流
す
涙
の
上
に
臥
し
て
い

た
が
、
考
え
て
み
る
と
そ
れ
も
避
け
ら
れ
な
い
死
に
あ
っ
て
、
結
局
は
結

ば
れ
な
い
で
終
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
い
っ
そ
申
し

上
げ
な
い
で
、
こ
う
い
う
関
係
を
持
た
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
と
い
う
意
に

な
る
。
篁
も
仲
純
も
同
じ
心
境
に
居
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
は
『
篁
』
の
下
句
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
歌
の
構
成
自

体
に
は
触
れ
ず
あ
く
ま
で
歌
意
の
み
に
つ
い
て
、
読
み
手
が
「
同
じ
心
境
に
居

た
こ
と
」
の
一
致
を
指
摘
す
る
。

　

後
者
の
対
応
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

○ 

さ
ら
に
、「
同
じ
野
の
露
は
い
づ
れ
も
と
ま
ら
ね
ど
」
の
歌
は
篁
物
語
で

い
え
ば
、
つ
ね
に
二
人
が
相
よ
る
暫
時
は
泡
の
よ
う
に
は
か
な
い
も
の
な

の
だ
か
ら
、
結
局
は
と
け
て
し
ま
う
も
の
な
の
だ
、
そ
の
こ
と
が
悲
し
い

こ
と
だ
」 

と
い
う
妹
の
気
持
に
通
じ
る
こ
と
に
な
る
。
泡
と
露
の
違
い
こ

そ
あ
れ
、
そ
の
見
立
て
は
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ

し
て
仲
純
が
死
ぬ
間
際
も
あ
て
宮
の
同
情
に
満
足
し
、
死
後
も
あ
て
宮
に

深
い
思
い
を
寄
せ
て
い
る
。
篁
も
妹
の
死
後
、
手
厚
い
供
養
を
つ
ゞ
け
、

妹
に
深
い
思
い
を
寄
せ
る
の
で
あ
る
。

　

二
人
の
関
係
を
比
喩
的
に
表
す
象
徴
に
は
「
泡
／
露
」
の
相
違
は
あ
っ
て
も
、
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そ
れ
ら
に
よ
る
「
見
立
て
」、
換
言
す
れ
ば
表
現
さ
れ
て
い
る
内
容
と
表
現
の

構
成
は
、「
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
」
と
す
る
。
津
本
氏
は
、
両
歌
の
構
成

の
一
致
を
具
体
的
に
取
り
上
げ
て
は
い
な
い
も
の
の
、「
篁
物
語
で
い
え
ば
」

と
あ
る
説
明
部
分
に
お
い
て
『
宇
津
保
』
の
歌
も
考
慮
し
た 

「
見
立
て
」
の
一

致
が
示
さ
れ
て
い
る
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
次
の
よ
う
な
「
見

立
て
」（
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
・
趣
向
）
に
お
け
る
構
造
の
共
通
性
で
あ
る
。

○
「
二
人
が
相
寄
る
」《
同
じ
野
の
い
づ
れ
も
／
常
に
寄
る
》

「
暫
時
」《
止
ま
ら
ね
／
し
ば
し
》

「
泡
の
よ
う
に
は
か
な
い
も
の
な
の
だ
か
ら
」《
露
は
／
泡
な
れ
ば
》

「
結
局
」《
先
ず
／
つ
い
に
》

「
と
け
て
し
ま
う
も
の
な
の
だ
」《
消
ゆ
と
の
み
聞
く
が
／
溶
け
な
ん
こ

と
ぞ
》

「
そ
の
こ
と
が
悲
し
い
こ
と
だ
」《
が
く
る
し
さ
／
こ
と
ぞ
悲
し
き
》

　

後
者
の
二
首
を
、
次
に
示
す
よ
う
に
具
体
的
に
対
応
さ
せ
る
と
、
こ
の
よ
う

な
意
味
（
歌
意
）
を
形
作
っ
て
い
る
言
葉
の
配
列
そ
の
も
の
が
照
応
し
一
致
し

て
い
る
こ
と
が
、
よ
く
わ
か
る
。

○ 

お
な
じ
野
の　

露
は
い
づ
れ
も　

と
ま
ら
ね
ど
／
ま
づ　

消
ゆ
と 

の
み　

き
く
が
く
る
し
さ　
『
宇
津
保
』
あ
て
宮

○ 

常
に
寄
る 

し
ば
し
ば
か
り
は　

泡
な
れ
ば　

／
つ
い
に　

溶
け 

な
ん　

こ
と
ぞ
悲
し
き　
　
『
篁
』
妹

◆
構
成
= 

相
寄
る
│
暫
時
│
泡
／
露
│
結
局
│
な
く
な
る
こ
と
│
強
調
（
の

み
／
な
ん
）
│
悲
し
く
苦
し
い
こ
と
だ

　

こ
の
よ
う
な
、
語
彙
の
縁
語
的
類
似
性
だ
け
で
は
な
く
、
文
法
的
な
構
成
法

の
上
で
も
対
称
的
構
造
を
な
す
詠
み
方
は
、
源
順
の
和
歌
（「
対
句
的
和
歌
」）

に
近
似
し
て
い
る
。
こ
の
詠
法
を
多
く
実
践
し
て
い
る
の
は
源
順
で
あ
る
。

　
《
前
の
歌
》（
前
者
）
の
対
応
に
つ
い
て
も
見
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
前
者

で
は
『
篁
』
の
和
歌
に
欠
落
部
が
あ
り
、
か
つ
、『
宇
津
保
』
の
方
の
初
句
に

文
字
不
足
を
伴
う
異
同
（
不
明
部
分
）
が
あ
る
た
め
、
対
応
が
十
分
分
析
で
き

な
い
憾
み
が
あ
る
。『
宇
津
保
』
の
初
句
は
ひ
と
ま
ず
日
本
古
典
文
学
全
集
の

頭
注
で
の
解
釈
【「
言
ひ
（
楲
）
出
て
も
」、
上
記
注
記
参
照
】
で
解
釈
し
て
お

く
こ
と
に
す
る
。
ま
た
『
篁
』
の
「
山
」
は
、
仮
名
「
う
（
宇
）」
の
１

画
目

の
点
を
「
山
」
の
１

画
目
に
、
２

画
目
の
う
ね
る
大
き
な
曲
線
を
「
山
」
の
２
・

３

画
目
に
誤
認
し
た
と
い
う
定
説
（『
篁
物
語
新
講
』
等
）
を
採
用
す
る
こ
と

に
す
る
。

○ 

い
ひ
で
て
も
つ
ひ
に
と
ま
ら
ぬ
水
の
泡
を　

／　

み
ご
も
り
て
こ
そ
あ
る

べ
か
り
け
れ　
【
仲
忠
】

（
水
が
）
楲い

ひ
い
で出
て
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水み

籠
り

○ 

泣
き
流
す 

涙
の
上
に
あ
り
し
に
も　

／　

さ
ら
ぬ
あ
は
（
泡
／
会
は
ヌ
）

の
う
か
へ
る

　

上
の
句
は
、
類
義
語
「
水
の
泡
│
涙
」、「
出
て
止
ま
ら
な
い
（
水
）
│
流
す
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（
流
れ
る
涙
）」
が
対
応
し
て
お
り
、「
あ
る
（
下
の
句
）
│
あ
り
」
の
位
置
は

句
を
ま
た
ぐ
も
の
の
対
応
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

上
の
句
は
意
味
的
に
も
、『
宇
津
保
』
は
「
わ
た
し
の
胸
の
う
ち
を
申
し
あ

げ
て
も
、
と
う
と
う
あ
な
た
は
と
ど
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
ん

な
に
水
の
泡
の
よ
う
に
は
か
な
い
も
の
な
ら
」（
全
集
本
訳
）
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、『
篁
』
は
、『
新
講
』
注
解
「【
前
略
】
二
人
が
過
去
に
十
分

会
え
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
大
系
』
は
、
死
ん

だ
妹
の
そ
ば
に
添
い
臥
し
て
流
す
涙
の
う
え
、
の
意
と
す
る
。
そ
こ
で
、
妹
が

死
ん
で
泣
き
流
し
て
悲
し
ん
だ
涙
の
上
に
寝
て
い
た
が
、
そ
れ
も
さ
け
ら
れ
ぬ

死
別
に
あ
っ
て
…
…
、
と
の
訳
が
可
能
で
あ
る
。」
と
さ
れ
、「
十
分
に
会
え
ず

（
留
ま
っ
て
二
人
だ
け
の
時
間
を
持
て
ず
）」、
結
局
は
「
死
別
す
る
」
は
か
な

い
「
泡
」
の
よ
う
な
運
命
に
あ
っ
た
こ
と
を
共
通
し
て
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
ま
た
『
新
講
』
通
釈
で
は
、「
泣
き
流
す
涙
の
上
に
寝
て
い
た
が
、
そ

れ
も
さ
け
ら
れ
ぬ
死
別
に
あ
っ
て
、
泡
の
よ
う
に
は
か
な
い
二
人
で
あ
る
よ
。」

と
し
て
い
る
よ
う
に
、
や
は
り
意
味
的
に
も
「
一
致
」
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

問
題
は
下
の
句
で
あ
る
。
下
の
句
の
表
現
で
は
、
欠
落
は
あ
り
な
が
ら
も
、

共
通
す
る
「
水
│
泡
」「
あ
る
│
あ
り
（
上
の
句
）」
が
確
認
で
き
る
。
意
味
的

に
も
『
篁
』
は
、『
新
講
』
通
釈
「
さ
け
ら
れ
ぬ
死
別
に
あ
っ
て
、
泡
の
よ
う

に
は
か
な
い
二
人
で
あ
る
よ
。」、（
そ
れ
な
ら
い
っ
そ
の
こ
と
。『
宇
津
保
』
で

詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
）、『
新
講
』（
津
本
）「
そ
れ
な
ら
い
っ
そ
申
し
上
げ
な

い
で
、
こ
う
い
う
関
係
を
持
た
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」、「
全
集
訳
」「
思
い
は

胸
の
中
に
秘
め
て
お
く
の
で
し
た
」
と
い
う
よ
う
な
、
二
人
の
関
係
は
無
い
方

が
良
か
っ
た
と
い
う
否
定
的
な
心
中
を
詠
み
込
ん
で
い
る
（
は
ず
で
あ
る
）
と

解
釈
で
き
る
。『
篁
』
は
、
諸
説
で
は
「
泡
│
浮
く
」
と
と
る
点
で
ほ
ぼ
解
釈

が
一
致
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
前
者
の
歌
の
対
で
も
、
不
足
部
分
が
あ
り
な
が
ら
も
、
津
本

氏
が
夙
に
そ
の
「
一
致
」
を
指
摘
し
た
よ
う
に
、
対
称
的
で
内
容
が
合
致
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
前
者
・
後
者
の
対
の
歌
の
一
致
度
の

強
さ
か
ら
見
て
、『
篁
』
の
欠
落
部
は
、
原
作
段
階
に
も
下
の
句
の
七
七
が
存

在
し
て
い
た
な
ら
ば
、
対
と
な
っ
て
い
る
『
宇
津
保
』
の
下
の
句
と
意
味
的
に

も
表
現
的
に
も
十
分
に
対
応
す
る
内
容
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ

る
。

　

こ
の
こ
と
は
別
の
視
点
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
欠
落
歌
の
原
形
を
再
現
す
る
試

み
に
お
い
て
は
、『
宇
津
保
』
の
対
応
す
る
歌
を
十
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
来
の
復
元
案
で
は
『
宇
津
保
』
の
歌
と
の

関
係
を
指
摘
し
た
も
の
は
存
在
し
て
い
な
い
。
か
つ
、
復
元
案
で
の
下
の
句
の

歌
意
は
い
ず
れ
も
『
宇
津
保
』
の
下
の
句
と
は
一
致
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

次
の
節
で
は
『
宇
津
保
』
を
踏
ま
え
た
上
で
復
元
解
釈
を
試
み
て
み
た
い
。

９　
『
篁
物
語
』「
泣
き
流
す
」
歌
の
下
の
句
小
考

９
│
１　

復
元
案
諸
説

　

８

節
で
触
れ
た
よ
う
に
、『
篁
』
の
当
該
歌
は
下
の
句
の
文
字
が
不
足
す
る
。
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ま
ず
彰
考
館
本
（
甲
本
）
と
書
陵
部
と
で
の
表
記
を
改
行
位
置
の
ま
ま
に
翻
刻

し
て
お
く
。

○
彰
考
館
本
（
甲
本
）　

な
き
な
が
す
涙
の
う
ゑ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
し
に
も　

さ
ら
ぬ
あ
は
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
か
へ
る　
＊
本
ま
ゝ

　
　
　

○
書
陵
部
本　
　
　
　
　

な
き
な
が
す
涙
の
上
に
あ
り
し
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ら
ぬ
あ
は
ぬ
う
か
へ
る　
本

　

　

歌
の
後
に
、
彰
考
館
本
（
甲
本
）
で
は
「
本
ま
ゝ
」
が
＊
の
位
置
に
右
寄
せ

小
文
字
に
て
あ
り
、
書
陵
部
本
に
も
「
本
」
と
右
寄
せ
小
文
字
で
あ
る
の
で
、

相
当
に
早
い
段
階
か
ら
文
字
の
不
足
す
る
歌
で
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

次
に
復
元
案
の
諸
説
を
紹
介
し
、
ま
た
そ
れ
ら
で
の
歌
全
体
の
歌
意
を
各
々

の
注
記
部
分
や
現
代
語
訳
部
分
か
ら
一
部
掲
載
す
る
。
◆
の
部
分
に
安
部
の
コ

メ
ン
ト
を
記
載
す
る
。

⑴　

遠
藤
嘉
基
（1954

）「
旧
・
日
本
古
典
文
学
大
系
」（
平
林
文
雄
（1972

）

『
篁
物
語
総
索
引
』
で
の
解
釈
も
こ
れ
に
ほ
ぼ
従
う
）

○
「
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
に
あ
は
に
む
す
べ
る
」
の
誤
写
か
。

歌
意
=
（
頭
注
）「（
今
ま
で
わ
た
し
た
ち
は
）
泣
き
流
す
涙
の
上
に
（
臥
し

て
）
い
た
が
、（
考
え
て
み
る
と
）、
そ
れ
も
、
避
け
ら
れ
ぬ
（
死
の
）
別

れ
に
会
っ
て
、（
二
人
は
ほ
ん
と
う
に
）
し
っ
か
り
と
結
ば
れ
て
い
な
い

こ
と
だ
よ
。」

大
系
補
注
=
補
注
44
「【
前
略
】「
さ
ら
ぬ
」
は
第
四
句
だ
か
ら
、
こ
の
あ
と

に
何
か
の
四
言
の
こ
と
ば
が
あ
っ
た
も
の
、
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

「
さ
ら
ぬ
」
に
つ
づ
く
こ
と
ば
を
、
歌
集
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、「
た
び
ね

の
」「
つ
き
ひ
も
」「
な
ら
ひ
の
（
も
）」「
は
な
か
な
」
な
ど
の
ほ
か
に
、

「
わ
か
れ
（
と
・
に
・
の
・
も
・
ぞ
・
は
・
を
）」
が
、
慣
用
句
的
に
浮
か

ん
で
く
る
が
、
こ
こ
で
は
、「
わ
か
れ
」
が
、
あ
て
は
ま
り
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
二
人
は
、
い
ま
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
死
と
い
う
別
れ
に
会マ

マ

っ

た
の
だ
か
ら
。「
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
に
」「
あ
は
の
山
」
の
「
あ
は
」
は
、
こ

の
場
合
、「
会
ふ
」
と
懸
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
す
る
と
、「
さ
け
ら
れ

ぬ
別
れ
に
会
っ
て
、
は
か
な
い
こ
と
だ
よ
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
に
な
ろ
う

か
。【
中
略
】
誤
写
説
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
、「
あ
は
に
む
す
べ
る
」
と

あ
っ
た
の
を
、「
あ
は
の
山
か
へ
る
」
に
誤
っ
た
の
だ
、
と
す
る
の
で
あ

る
。「
に
」「
む
」「
す
」
が
「
の
」「
山
」「
か
」
へ
誤
る
可
能
性
は
、
十

分
に
あ
る
。
で
は
、「
あ
は
に
む
す
べ
る
」
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
か
。

こ
こ
で
、
千
載
集
（
一
六
、
雑
歌
上
）
に
、
清
少
納
言
の
歌
と
し
て
、
長

い
詞
書
の
あ
と
、「
上
氷
あ
は
に
む
す
べ
る
紐
な
れ
ば
か
ざ
す
日
影
に
ゆ

る
ぶ
ば
か
り
ぞ
」
と
あ
る
の
を
、
引
用
し
よ
う
。
こ
の
「
あ
は
に
む
す
べ

る
」
と
は
、「
し
っ
か
り
と
結
ば
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
す
る
と
、
第
四
句
が
、「
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
に
」
で
あ
る
か
ら
、「
さ
け
ら

れ
ぬ
別
か
れ
（
死
）
に
会
っ
て
、（
ど
う
も
わ
れ
わ
れ
二
人
は
）
し
っ
か

り
と
結
ば
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
よ
」
と
な
ろ
う
か
。頭
注
は
、こ
れ
に
よ
っ

た
。
一
説
と
し
て
提
案
す
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
前
の
「
泣
き
流
す
涙
の

上
に
あ
り
し
に
も
」
が
、
も
う
ひ
と
つ
、
は
っ
き
り
し
な
い
。「
し
」
は
、
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過
去
の
経
験
を
示
す
助
動
詞
で
あ
る
。
そ
の
経
験
が
、（
イ
）
二
人
の
間

を
せ
か
れ
て
十
分
に
会
え
な
か
っ
た
、
そ
の
た
め
に
、
い
つ
も
涙
を
流
し

て
い
た
こ
と
を
指
す
の
か
、（
ロ
）
死
ん
だ
妹
の
そ
ば
に
添
い
臥
し
て
流

す
涙
の
う
え
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
の
か
、
多
少
疑
問
が
残
る
が
、
後
者

の
気
持
ち
で
訳
を
与
え
て
み
た
。」

◆ 

写
本
に
は
そ
の
材
料
が
な
い
「
わ
か
れ
に
」
と
い
う
語
を
想
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
点
が
問
題
で
あ
る
。『
篁
』
成
立
の
時
代
に
「
さ
ら
ぬ
」
に
後
続

す
る
「
わ
か
れ
」
は
ま
だ
定
着
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
述
⑶
の

コ
メ
ン
ト
参
照
。

⑵　

大
橋
清
秀
（1975

）「
篁
物
語
「
泣
き
流
す
」
の
歌
の
闕
分
に
つ
い
て
」

○
な
き
な
が
す
涙
の
う
ゑ（

へ
）に

あ
り
し
に
も
て
に
も
さ
ハ
ら
ぬ

あ
は
ぞ
う
か
べ
る

 

（
大
橋
清
秀
（1975

）
は
改
行
位
置
も
再
現
し
て
い
る
）

歌
意
=
「
泣
い
て
流
す
涙
の
上
に
わ
た
し
は
臥
し
て
い
た
の
だ
が
、
い
ま
、

そ
の
涙
の
上
に
わ
た
し
の
手
に
も
さ
わ
ら
な
い
は
か
な
い
泡
（
姿
は
な
く

と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
は
か
な
い
泡
の
よ
う
な
あ
た
な
の
霊
魂
）
が
浮
か

ん
で
い
る
。」

◆ 

「
触
ら
ぬ
」
は
歌
の
前
の
地
の
文
の
語
句
を
組
み
込
ん
だ
も
の
。
大
橋
氏
が

「
歌
の
一
句
と
同
じ
語
句
が
、
そ
の
歌
の
す
ぐ
前
の
地
の
文
に
み
え
て
い
る

例
」
が
多
い
と
い
う
指
摘
は
『
篁
物
語
』
中
盤
ま
で
の
強
い
傾
向
で
あ
り
、

首
肯
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
今
後
も
復
元
に
て
十
分
考
慮
し
て
よ
い
材
料
と
な

る
と
考
え
る
。

⑶　

西
木
忠
一
（1979

）「「
泣
き
流
す
涙
の
上
に
あ
り
し
に
も
」
│
│
篁
物
語

私
注
（
二
）
│
│
」

○
「
泣
き
流
す
涙
の
上
に
あ
り
し
に
も
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
に
あ
は
の
う
か
べ
る
」

歌
意
=
こ
れ
ま
で
は
私
も
あ
な
た
（
異
母
妹
）
も
会
え
な
い
辛
さ
に
涙
を
流

し
、
そ
の
涙
の
上
で
暮
ら
す
よ
う
な
毎
日
で
あ
っ
た
が
、
今
は
避
け
ら
れ

な
い
死
に
よ
っ
て
、
私
達
二
人
は
す
ぐ
に
消
え
て
い
く
あ
の
泡
の
よ
う

に
、
は
か
な
い
状
態
で
う
か
ん
で
い
る
こ
と
で
す
よ
。（
涙
の
上
で
暮
ら

す
の
は
辛
い
思
い
で
あ
っ
た
が
、
今
は
そ
の
上
に
う
か
ぶ
泡
の
よ
う
な
も

の
で
誠
に
は
か
な
い
も
の
で
す
よ
。）

◆ 

大
系
本
「
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
に
あ
は
に
む
す
べ
る
」
の
「
わ
か
れ
に
」
を
採
用

し
つ
つ
、
結
句
を
再
検
討
し
た
案
に
な
る
。『
篁
』
の
他
の
31
首
に
文
字
足

ら
ず
の
歌
が
な
い
こ
と
、
そ
の
全
句
（155

句
）
中
８

句
の
み
文
字
余
り
句

で
あ
る
が
い
ず
れ
も
母
音
を
含
ん
で
い
る
の
で
字
余
り
（
音
余
り
）
の
句
も

な
い
こ
と
、
を
確
認
さ
れ
て
い
る
点
は
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
ま
た
「
さ
ら

ぬ
」（
避
け
ら
れ
な
い
の
意
の
場
合
）
を
「
勅
撰
集
」
で
調
査
し
、
４

例
の
「
さ

ら
ぬ
な
ら
ひ
」（
内
１

例
は
「
さ
ら
ぬ
世
の
な
ら
ひ
」）
の
実
例
を
挙
げ
つ
つ

も
、「
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
」
が
22
例
あ
る
こ
と
、「
さ
ら
ぬ
な
ら
ひ
」
の
歌
に
も

「
別
れ
」
が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
よ
っ
て
「
さ
ら
ぬ
」
の
後
に
は
「
別

れ
」
を
表
す
語
が
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
を
、
実
証
的
に
論
じ
て
大
系
本
説
の
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「
わ
か
れ
」
を
補
強
し
て
い
る
点
は
説
得
力
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
こ

れ
で
ほ
ぼ
四
句
目
に
つ
い
て
は
『
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
』
と
六
音
ま
で
【
引
用
者

注
：
復
元
を
】
進
め
る
こ
と
は
至
当
だ
と
思
う
。」
と
す
る
。「
至
当
」
か
否

か
、
こ
の
「
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
」
に
は
次
の
よ
う
な
問
題
が
指
摘
で
き
る
。

　

西
木
（1979
）
の
段
階
で
は
『
篁
』
の
成
立
時
期
は
鎌
倉
初
期
ま
で
諸
説

が
あ
っ
た
が
、
現
時
点
で
は
10
世
紀
後
半
の
蓋
然
性
が
高
い
。「
さ
ら
ぬ
わ

か
れ
」
を
平
安
中
期
ま
で
で
検
索
す
る
と
（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、
以
下

の
よ
う
に
『
古
今
和
歌
集
』
の
２

首
の
み
と
な
る
。「
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
」
が

『
篁
』
の
成
立
時
期
前
後
に
定
着
し
て
い
た
と
は
み
な
せ
な
い
の
で
あ
る
。

◆ 

「
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
」
平
安
中
期
ま
で
の
２

首
（『
古
今
和
歌
集
』
２

首
、『
伊

勢
物
語
』
84
段
に
同
じ
２

首
が
あ
る
）。

　

○ 

『
古
今
和
歌
集
』900

「
老
い
ぬ
れ
ば
さ
ら
ぬ
別
も
あ
り
と
い
へ
ば
い
よ

い
よ
見
ま
く
ほ
し
き
君
か
な
」

　

○ 

『
古
今
和
歌
集
』901

「
世
中
に
さ
ら
ぬ
別
の
な
く
も
が
な
千
世
も
と
な

げ
く
人
の
こ
の
た
め
」

（ 

参
考
=
次
に
古
い
歌
=
『
続
詞
花
和
歌
集
』（
永
万
元
年
（1165
））

434

「
め
の
ま
へ
に
か
は
る
は
う
き
に
な
ぐ
さ
め
つ
さ
ら
ぬ
別
ぞ
か

な
し
か
り
け
る
）

　

２

例
と
は
言
っ
て
も
一
つ
の
歌
物
語
内
で
の
返
歌
で
あ
る
の
で
、
使
用
状

況
と
し
て
言
え
ば
実
質
１

度
の
み
の
語
句
と
も
言
え
よ
う
。「
わ
か
れ
」
は

あ
く
ま
で
多
く
の
選
択
肢
の
中
の
ひ
と
つ
に
留
ま
る
説
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

⑷　

呉
羽
長
（1986

）「『
篁
物
語
』「
泣
き
流
す
」
の
歌
下
句
の
想
定
」（
大
橋

説
に
は
言
及
が
な
い
）

○
泣
き
流
す
涙
の
上
に
あ
り
し
に
も
さ
ら
ぬ
あ
は
ひ
と
か
へ
る
魂
か
な

　

呉
羽
氏
は
、
彰
考
館
蔵
本
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
と
の
異
同
を
考
察
し
、

下
句
で
両
本
共
通
の
「
さ
ら
ぬ
あ
は
」「
か
へ
る
」
に
は
誤
写
は
な
い
も
の

と
解
釈
し
た
。
こ
の
点
は
説
得
力
の
あ
る
有
力
な
解
釈
と
思
わ
れ
る
。

復
元
説
明
=
「
彰
考
館
蔵
本
の
場
合
「
あ
は
ひ
」
の
「
ひ
」
の
音
の
類
似
性

か
ら
「
ゐ
」
に
、
さ
ら
に
そ
れ
が
字
形
の
類
似
性
か
ら
「
の
」
に
誤
写
さ

れ
、
ま
た
「
と
」
が
字
形
の
類
似
性
か
ら
「
山
」
と
誤
っ
て
し
ま
い
、「
魂

か
な
」
の
部
分
が
欠
脱
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。」

　
「
前
述
し
た
よ
う
に
こ
の
歌
を
二
句
切
れ
と
し
て
解
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、「
あ
り
し
に
も
」
は
上
の
「
涙
の
上
に
」
と
は
結
び
付
か
ず
下
の
「
さ

ら
ぬ
あ
は
ひ
」
と
結
び
つ
く
。「
あ
り
し
に
も
さ
ら
ぬ
あ
は
ひ
」
と
は
「
以

前
妹
が
生
き
て
い
た
と
き
と
は
異
な
る
（
然
あ
ら
ぬ
）
二
人
の
関
り
合
い

（
の
形
）」
を
意
味
す
る
。」

歌
意
=
「
私
が
妹
を
失
っ
て
泣
き
流
し
て
い
る
涙
の
上
に
、
生
前
の
「
あ
は

ひ
」
と
は
違
っ
た
形
で
妹
の
魂
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
こ
と
よ
。と
な
る
。」

◆ 

二
写
本
に
共
通
す
る
「
さ
ら
ぬ
あ
は
」「
か
へ
る
」
部
分
に
誤
写
は
な
い
と

見
な
す
の
が
よ
い
と
す
る
点
は
説
得
力
の
あ
る
有
力
な
解
釈
で
あ
る
。
念
出

し
た
「
魂
か
な
」
が
適
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
以
外
に
、
歌
の
解
釈
の
み
を
載
せ
る
次
の
初
期
の
注
釈
も
、
比
較
参
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考
の
た
め
に
挙
げ
て
お
く
。

⑸　

宮
田
和
一
郎
（1956

）『
王
朝
三
日
記
新
釈
』（
宮
田
和
一
郎
（1936

）『
校

注
篁
物
語
』
は
次
の
《　

》
部
が
あ
る
以
外
ほ
ぼ
同
じ
）

歌
意
=
「
泣
き
流
す
涙
の
上
に
臥
し
て
居
る
の
で
す
か
ら
、《
浮
か
ん
で
居

る
泡
の
や
う
に
》
消
え
て
し
ま
はマ

うマ

か
と
は
か
な
く
思
ふ
な
ど
の
意
か
。」

　

ま
ず
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、『
宇
津
保
』
の
下

の
句
の
歌
意
（「
二
人
の
関
係
は
無
い
方
が
良
か
っ
た
と
い
う
否
定
的
な
心
中
」

後
掲
参
照
）
と
は
一
致
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
即
ち
、
こ
れ

ま
で
の
下
の
句
の
復
元
が
必
ず
し
も
成
功
し
て
は
い
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
成
功
し
て
い
な
い
蓋
然
性
が
高
い
ゆ
え
に
、
適
否
の
判
断
は
最
終
的
に
は

『
宇
津
保
』
の
下
の
句
の
歌
意
と
の
一
致
に
煎
じ
詰
め
ら
れ
て
く
る
の
で
、
先

行
諸
説
へ
の
批
評
は
上
記
で
の
紹
介
お
よ
び
◆
部
分
の
コ
メ
ン
ト
に
に
と
ど

め
、
個
々
の
解
釈
の
適
否
は
紙
幅
等
を
考
慮
し
省
略
す
る
こ
と
と
す
る
。

○ 

『
宇
津
保
物
語
』
の
対
の
歌
か
ら
推
定
さ
れ
る
『
篁
物
語
』
下
の
句
で
の

歌
意

『 

新
講
』（
津
本
）「
そ
れ
な
ら
い
っ
そ
申
し
上
げ
な
い
で
、
こ
う
い
う
関

係
を
持
た
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」

『 

全
集
』
訳
「
思
い
は
胸
の
中
に
秘
め
て
お
く
の
で
し
た
」
と
い
う
よ
う

な
、
二
人
の
関
係
が
無
い
方
が
良
か
っ
た
と
い
う
否
定
的
な
心
中
を
詠

み
込
ん
で
い
る
」

　

な
お
、
１

点
の
み
諸
説
で
の
問
題
点
を
提
示
し
て
お
く
な
ら
ば
、
結
句
末
尾

の
動
詞
「
う
か
べ
る
」「
む
す
べ
る
」
で
の
連
体
形
終
止
の
問
題
が
あ
る
。
多

く
の
復
元
案
で
は
、
連
体
形
の
前
に
係
助
詞
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
当
時
の

歌
に
よ
く
見
ら
れ
た
連
体
形
終
止
の
用
法
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
原

作
者
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
、
そ
の
作
者
な
り
歌
人
が
、
連
体
形
終
止
の
歌
を

詠
ん
で
い
る
か
ど
う
か
確
認
も
必
要
と
な
る
。

　

大
橋
清
秀
（1975

）
案
は
、
そ
の
点
を
考
慮
し
て
「
あ
は
ぞ
う
か
べ
る
」
と

係
助
詞
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、「
あ
は
ぬ
う
か
べ
る
」（
書
陵
部
本
）
の

「
ぬ
」
は
「
ぞ
」
の
誤
写
も
疑
え
な
く
は
な
い
（
例
え
ば
、「
楚
」
と
「
驚
」）。

「
の
」（
彰
考
本
）
が
原
本
と
す
る
と
そ
こ
か
ら
は
「
ぬ
」
は
や
や
遠
い
ゆ
え
、

原
本
で
は
何
か
別
字
も
想
定
し
得
る
。
例
え
ば
、
原
本
で
「
の
」
様
の
書
体
の

下
に
も
う
一
字
あ
り
、
そ
れ
ら
合
わ
せ
て
「
ぬ
」（
怒
）
と
認
識
し
て
し
ま
っ

た
場
合
等
で
あ
る
。

９
│
２　
『
宇
津
保
物
語
』
の
歌
と
の
対
称
性

　

復
元
す
る
前
に
、「
解
釈
の
選
択
肢
」
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
と

い
う
の
は
、
従
来
の
研
究
で
は
、
そ
も
そ
も
原
作
の
段
階
に
お
い
て
未
完
成

だ
っ
た
（
充
足
し
て
い
な
か
っ
た
）
と
い
う
解
釈
が
議
論
さ
れ
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
拙
論
（
例
え
ば
、
安
部2012

）
な
ど
で
検
討
し
て
き

た
よ
う
に
、『
篁
』
に
は
全
体
と
し
て
統
一
的
に
整
理
す
る
最
後
の
作
業
段
階

が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
、
と
判
断
で
き
る
特
徴
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
も
っ
と

も
典
型
的
な
事
例
は
、
主
人
公
・
篁
へ
の
呼
称
が
「
せ
う
と
」「
お
と
こ
」
と
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で
揺
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
章
段
構
成
や
章
段
の
新
旧
と
密
接
に
連
動
し
て
一
定

の
ム
ラ
を
も
っ
て
出
現
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
加
筆
を
重
ね
全
体
の

概
略
が
完
成
し
た
後
に
、
改
め
て
人
称
を
整
合
性
が
取
れ
る
よ
う
に
統
一
的
に

修
正
す
る
段
階
ま
で
に
は
、
何
ら
か
の
事
情
で
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。

　

い
ま
検
討
し
て
い
る
当
該
部
分
は
、『
宇
津
保
』
の
歌
と
、
語
句
や
表
現
で

も
歌
意
で
も
ほ
ぼ
対
称
性
関
係
を
も
っ
て
一
致
し
て
い
な
け
れ
な
ら
な
い
と
い

う
制
約
が
あ
る
。
途
中
ま
で
は
出
来
上
が
っ
て
い
た
が
、
下
の
句
は
ま
だ
推
敲

途
中
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
に
敢

え
て
「
原
作
歌
未
完
成
」
説
も
ひ
と
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
取
り
上
げ
て
お
く

意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

さ
て
、
通
常
の
書
写
過
程
に
お
い
て
脱
落
現
象
が
生
じ
や
す
い
場
合
を
思
い

め
ぐ
ら
せ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
目
移
り
」
に
よ
る
可
能
性
が
第
一
に
あ
げ
ら
れ

よ
う
。
む
や
み
に
追
加
挿
入
す
る
別
語
を
他
か
ら
持
っ
て
く
る
前
に
、
目
移
り

に
よ
る
脱
落
を
、
可
能
性
の
低
く
は
な
い
選
択
肢
と
し
て
考
慮
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
先
行
諸
説
で
は
目
移
り
説
を
検
討
し
た
案
は
管
見
の
限
り
未
見

で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず
目
移
り
説
を
、
ま
ず
は
優
先
的
に
検

討
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
た
前
の
節
で
、『
宇
津
保
』
の
対
と
な
る
和
歌
と
の
対
称
性
を
検
討
し
た
。

『
宇
津
保
』
と
の
も
う
１

組
の
歌
の
構
造
は
極
め
て
高
い
対
称
性
を
示
し
て
い

る
の
で
、
こ
の
欠
落
歌
に
お
い
て
も
、
そ
れ
な
り
の
対
称
性
を
成
し
て
い
た
と

仮
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
上
の
句
は
「
水
の
泡
│
涙
」、「
出
て

止
ま
ら
な
い
│
流
す
（
流
れ
る
涙
）」
が
対
応
し
、
下
の
句
と
上
の
句
に
ま
た

が
る
が
「
あ
る
│
あ
り
」
も
対
応
し
て
い
た
。
上
の
句
の
大
意
は
、『
宇
津
保
』

「
と
う
と
う
あ
な
た
は
と
ど
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。」
な
ど
か
ら

は
、『
篁
』
で
は
「
流
れ
る
涙
の
上
に
あ
っ
て
二
人
の
仲
は
留
ま
ら
な
い
、
安

定
し
な
い
関
係
で
あ
る
」
こ
と
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
推
定
で
き
た
。
そ
の
点

を
重
視
し
て
、
ま
ず
歌
意
に
お
い
て
、「
二
人
の
仲
（
あ
は
ひ
）」
が
、
一
時
的

に
結
ん
で
も
最
終
的
に
は
「
泡
」
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま
う
こ
と
が
含
意
で
き

る
表
現
で
あ
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
。

　

そ
れ
ら
に
加
え
て
、
諸
説
に
お
け
る
以
下
の
諸
点
は
十
分
説
得
力
が
あ
る
指

摘
で
あ
り
、
首
肯
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
も
出
来
る
だ
け
考
慮
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

○ 

（
原
本
の
歌
が
未
完
で
な
か
っ
た
場
合
）
文
字
足
ら
ず
で
あ
っ
た
可
能
性

は
低
い
（
西
木
忠
一
（1979

））

○ 

欠
落
部
に
は
、
当
該
歌
の
直
前
の
文
の
何
ら
か
の
表
現
が
投
影
し
て
い
る

可
能
性
が
低
く
な
い
（
大
橋
清
秀
（1975

））

○ 

諸
写
本
に
共
通
す
る
「
さ
ら
ぬ
あ
は
」「
か
へ
る
」
に
は
誤
写
は
な
い
（
誤

写
の
可
能
性
は
少
な
い
）
と
考
え
て
解
釈
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
（
呉

羽
長
（1986

））。（
但
し
、
こ
れ
ら
の
８

文
字
の
範
囲
に
お
け
る
書
写
上

の
誤
認
（
字
母
・
字
体
の
誤
認
識
や
文
字
の
切
れ
続
き
の
誤
解
釈
）
は
あ

り
得
る
の
で
、
そ
の
点
は
別
に
考
え
る
。）

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
点
を
優
先
的
に
考
慮
し
つ
つ
、
目
移
り
で
飛
ん
だ
先
の

語
句
を
ま
ず
同
定
す
る
な
ら
、「
さ
ら
ぬ
」
と
「
う
か
へ
る
」
と
の
間
に
あ
る
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「
あ
は
の
」（
彰
考
館
本
、
書
陵
部
本
は
「
あ
は
ぬ
」【「
ぬ
」
の
字
母
は
「
怒
」

と
と
れ
る
が
や
や
不
審
】）
の
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
山
」
の
文
字
は
諸

説
も
「
う
」
と
取
る
よ
う
に
、『
篁
物
語
』
の
他
の
箇
所
で
も
う
１

か
所
「
う
」

と
あ
る
べ
き
所
が
「
山
」
で
伝
写
さ
れ
て
い
る
の
で
ひ
と
ま
ず
「
う
」
で
解
釈

し
て
お
く
。

さ
ら
ぬ
あ
は
の

う
（
↑
山
）
か
へ
る

　
「
あ
」「
あ
は
」「
あ
は
の
」
と
目
移
り
し
得
る
語
句
を
探
す
と
、
二
人
の
恋

愛
関
係
に
関
わ
る
語
彙
と
し
て
例
え
ば
「
あ
は
ひ
」（
仲
、
間
柄
、
関
わ
り
）

が
思
い
当
た
る
。
そ
れ
は
異
な
る
観
点
か
ら
で
は
あ
る
が
、
呉
羽
（1986

）
も

挙
げ
て
い
る
語
で
も
あ
る
。「
う
か
へ
る
」
は
彰
考
館
本
の
「
山
か
へ
る
」
と

も
共
通
し
て
い
る
と
考
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
「
あ
は
」
か
ら
「
あ
は
」
へ
の

目
移
り
と
な
る
。「
あ
は
の
」
の
「
の
」
を
「
あ
は
ひ
」
の
後
に
残
し
て
つ
な

い
で
み
た
。

「
さ
ら
ぬ
あ
は
ひ
の
あ
は
〓
（
異
同
箇
所
）
う
か
べ
る
」

　

こ
の
場
合
、
末
尾
の
動
詞
連
体
形
は
、
和
歌
に
よ
く
見
ら
れ
る
余
韻
を
残
す

連
体
形
終
止
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
〓
部
分
は
彰
考
館
本
で
は
「
の
」
で
あ
り
、

「
の
（
乃
）」
は
「
あ
は
ひ
」
の
「
ひ
（
比
）」
と
の
誤
写
が
少
な
く
な
い
字
母

で
あ
る
の
で
、
そ
の
場
合
に
は
「
あ
は
ひ
の
」
と
「
あ
は
の
」
と
の
間
で
の
目

移
り
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

あ
る
い
は
ま
た
、
〓
で
示
し
た
部
分
に
「
ぬ
」「
の
」
の
異
同
が
あ
る
こ
と

を
重
視
す
る
と
、
そ
れ
は
何
か
判
別
し
に
く
い
文
字
が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆

す
る
。
そ
の
原
文
に
係
助
詞
「
ぞ
」
を
想
定
す
る
と
、「
ぞ
」（
例
え
ば
「
楚
」）

の
字
母
が
「
ぬ
」（
例
え
ば
「
驚
」）
に
誤
写
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

（「
ぬ
」
が
さ
ら
に
「
の
」
に
書
写
さ
れ
る
と
、
彰
考
館
本
の
「
あ
は
の
う
か
へ

る
」
に
な
る
。）

○　
「
さ
ら
ぬ
《
あ
は
ひ
の
》
あ
は
の
う
か
べ
る
」（
あ
る
い
は
「
〜
あ
は
ぞ

う
か
べ
る
」）

　

こ
の
結
句
は
大
橋
清
秀
（1975

）
説
「
あ
は
ぞ
う
か
べ
る
」
と
一
致
し
、
一

つ
の
可
能
性
と
し
て
有
効
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
右
の
拙
案
で
の

「
あ
は
ひ
の
あ
は
」
と
い
う
同
音
の
重
複
は
和
歌
と
し
て
は
聞
き
苦
し
く
稚
拙

さ
は
否
め
な
い
。

　

そ
こ
で
「
目
移
り
」
説
を
別
の
個
所
に
求
め
る
と
、「
あ
り
し
に
も
」
と
、

大
橋
清
秀
（1975

）
の
「
手
に
も
」
説
の
「
に
も
」
の
一
致
が
見
出
せ
る
。

○　
「
泣
き
流
す
涙
の
上
に
あ
り
し
《
に
も
手
》
に
も
さ
【
ハ
】
ら
ぬ
あ
は

の
う
か
べ
る
」【
あ
る
い
は
「
〜
あ
は
ぞ
う
か
べ
る
」】

　
「
さ
ハ
ら
ぬ
」
の
「
ハ
」
は
、
写
本
は
「
さ
ら
ぬ
」
に
見
え
る
が
、「
さ
」
か

ら
「
ハ
（
八
）」
を
経
て
「
ら
」
の
起
筆
に
至
る
波
状
の
筆
書
き
「
〜
〜
」
が

見
落
と
さ
れ
て
「
さ
ら
ぬ
」（
避
ら
ぬ
）
に
誤
解
さ
れ
た
可
能
性
は
考
え
得
る
。

こ
の
「
触さ

は
ら
（
ぬ
）」
は
、
大
橋
氏
が
注
目
す
る
よ
う
に
、
直
前
の
地
の
文

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
大
橋
氏
が
提
案
す
る
よ
う
に
有
力
な
一
解
釈
と
思
わ
れ

る
。〇

泣
く
〳
〵
さ
ぐ
れ
ば
、
手
に
も
さ
は
ら
ず
、
手
に
だ
に
あ
（
た
）
ら
ず
。

【
補
記
=
本
文
の
校
訂
を
し
て
い
て
も
、
こ
の
二
重
傍
線
部
と
、
ほ
と
ん
ど
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同
内
容
の
重
複
に
は
非
常
に
違
和
感
が
あ
る
個
所
で
も
あ
る
。
何
か
意
図
的

に
ど
ち
ら
か
の
表
現
を
後
で
挿
入
し
た
も
の
が
推
敲
終
え
ず
に
重
複
し
て

残
っ
た
か
。
例
え
ば
、
初
期
に
は
「
当
た
ら
ず
」
だ
っ
た
と
こ
ろ
へ
、
和
歌

で
の
表
現
と
合
わ
せ
る
た
め
の
「
手
に
も
さ
は
ら
ず
」
を
追
記
し
た
が
、
草

稿
段
階
の
語
句
「
手
に
だ
に
あ
た
ら
ず
」
を
削
除
せ
ず
に
終
わ
っ
た
か
。

『
篁
』
の
他
の
個
所
で
も
表
現
が
重
複
し
て
い
る
個
所
に
は
、
推
敲
未
完
と

い
う
同
様
の
問
題
を
含
む
個
所
が
数
カ
所
認
め
ら
れ
る
（
安
部
（2023

）
ほ

か
参
照
）】

　

さ
て
、
目
移
り
説
の
可
能
性
は
以
上
と
し
、
次
に
文
字
の
誤
認
に
よ
る
書
写

上
の
異
文
発
生
を
検
討
す
る
。
写
本
に
伝
存
し
て
い
る
表
現
が
優
先
さ
れ
る
と

す
る
呉
羽
長
（1986

）
説
は
支
持
し
た
い
が
、
念
の
た
め
、
写
本
の
字
体
や
字

母
の
誤
認
に
よ
る
異
同
の
可
能
性
も
2
点
追
加
し
て
お
き
た
い
。

　

１

点
目
は
、「
う
か
べ
る
」
の
部
分
に
は
、大
系
本
が
採
用
す
る
「
む
す
べ
る
」

の
可
能
性
が
残
る
。「「
に
」「
む
」「
す
」
が
「
の
」「
山
」「
か
」
へ
誤
る
可
能

性
は
、
十
分
に
あ
る
。」（
大
系
本
）
と
あ
り
、
特
に
字
母
「
寸
│
可
」
の
誤
写

は
起
こ
り
や
す
い
。「
武
」
の
一
画
目
の
横
線
が
小
さ
い
と
ほ
ぼ
「
山
」
の
や

や
崩
れ
た
書
体
に
似
て
く
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
先
の
復
元
案
は
、
次

の
よ
う
に
も
な
る
。

○　
「
〜
あ
は
の
む
す
べ
る
」（
あ
る
い
は
「
あ
は
ぞ
む
す
べ
る
」）

　

こ
の
「
む
す
べ
る
」
説
は
、
諸
本
に
は
「
う
か
へ
る
」「
山
か
へ
る
」
し
か

な
く
「
む
」「
す
」
の
片
鱗
を
残
す
写
本
は
伝
存
し
て
い
な
い
の
で
、
呉
羽
氏

に
従
う
な
ら
ば
、
優
先
順
位
と
し
て
は
「
う
か
べ
る
」
の
後
に
置
く
べ
き
も
の

と
、
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

文
字
の
誤
認
説
の
２

点
目
は
、
前
の
大
橋
清
秀
（1975

）
説
で
検
討
し
た
「
手

に
も
さ
ハ
ら
ず
」
説
で
あ
る
。「
ハ
」
は
「
さ
〜
ら
」
の
続
き
の
中
で
小
さ
い

字
母
「
八
」
な
ら
ば
見
落
と
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
何
よ
り
も

当
該
二
首
で
は
他
の
贈
答
歌
に
比
べ
て
、
直
前
の
地
の
文
の
表
現
と
の
関
連
性

が
薄
く
、「
泣
く
」「
悲
し
き
」
し
か
共
有
さ
れ
て
い
な
い
。
地
の
文
の
「
手
に

も
さ
は
ら
ず
」
を
考
慮
し
た
大
橋
説
は
一
定
の
説
得
力
が
あ
る
。

　

但
し
、
こ
こ
の
贈
答
歌
部
分
は
『
篁
』
の
初
期
構
想
部
分
で
は
な
く
、
二
次

段
階
で
の
挿
入
が
想
定
さ
れ
る
亡
霊
譚
部
分
で
あ
る
（
安
部
（2021

））。
地
の

文
と
の
関
連
性
と
い
う
点
も
、
ひ
と
つ
前
の
贈
答
歌
の
段
落
と
同
様
に
、
物
語

の
前
半
部
よ
り
も
希
薄
に
な
っ
て
い
る
場
面
で
あ
る
の
で
、「
泣
く
」「
悲
し
き
」

だ
け
で
も
十
分
呼
応
表
現
が
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。【
補
記
】

【
補
記
=
こ
れ
ら
の
ほ
か
さ
ら
に
あ
く
ま
で
可
能
性
と
し
て
検
討
材
料
に
あ

げ
て
お
く
な
ら
ば
、「
ぞ
」
の
位
置
は
「
あ
は
ひ
ぞ
」
で
も
可
能
で
あ
る
。

そ
の
場
合
の
下
の
句
、
写
本
の
「（
あ
は
）
の
山
か
（
べ
る
）」
は
大
系
本
遠

藤
氏
説
の
「
に
む
す
（
べ
る
）」
の
「
に
」
の
ほ
か
、「
と
」
の
可
能
性
も
考

え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
選
択
肢
と
し
て
あ
げ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

○　
「
さ
ら
ぬ
あ
は
ひ
ぞ
あ
は
〓
う
か
べ
る
」（
〓
は
「
に
」
か
「
と
」
な
ど
）

○　
「
さ
ら
ぬ
あ
は
ひ
ぞ
あ
は
〓
む
す
べ
る
」（
〓
は
「
に
」
か
「
と
」
な
ど
）】

　

な
お
、
大
系
本
説
の
「
あ
は
に
む
す
べ
る
」
と
「
に
」
と
す
る
説
は
、
平
安

前
期
で
は
清
少
納
言
の
「
上
氷
あ
は
に
む
す
べ
る
紐4

な
れ
ば
か
ざ
す
日
影
に
ゆ

る
ぶ
ば
か
り
ぞ
」（『
千
載
和
歌
集
』
一
六
、
雑
歌
上
）
の
一
首
の
み
で
あ
り
、
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そ
の
他
の
「
あ
は
に
む
す
べ
る
」
歌
で
も
、
紐
・
糸
・
青
柳
、
月
の
影
（
三
日

月
か
）
な
ど
線
状
の
も
の
を
読
み
込
ん
で
い
る
事
例
が
多
く
、
そ
れ
に
該
当
し

な
い
当
該
歌
に
は
不
適
と
思
わ
れ
る
。

　

上
記
の
よ
う
に
、「
う
か
べ
る
」「
む
す
べ
る
」、「
さ
ら
ぬ
」「
さ
ハ
ら
ぬ
」

を
各
々
共
に
残
し
、「
あ
は
／
に
」
の
優
先
順
位
を
下
げ
て
お
く
と
す
る
と
、

次
の
パ
タ
ン
が
候
補
と
な
る
。
な
お
難
点
と
も
言
え
そ
う
な
点
は
「
あ
は
ひ
」

「
泡
」
の
ア
ハ
音
の
連
続
が
未
熟
な
点
で
あ
る
が
、
目
移
り
説
を
今
回
採
用
し

た
以
上
、
こ
の
点
は
ひ
と
ま
ず
や
む
を
得
な
い
と
し
て
挙
げ
て
お
く
。

○
『
宇
津
保
物
語
』
い
ひ
で
て
も
つ
ひ
に
と
ま
ら
ぬ
水
の
泡
を 

／ 

み
ご
も

り
て
こ
そ
あ
る
べ
か
り
け
れ
【
仲
忠
】

　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
が
）
楲
出
て
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

水
籠
り

　
【
下
の
句
=
「《
泡
の
よ
う
に
実
を
結
ば
ず
消
え
て
し
ま
う
運
命
だ
っ
た
な

ら
》
水
に
籠
っ
た
ま
ま
で
水
か
ら
出
た
泡
に
は
な
ら
な
い
ま
ま
、
会
わ
な

い
（
泡
無
い
）
ま
ま
の
方
が
よ
か
っ
た
で
す
ね
」】

○
泣
き
流
す　

涙
の
上
に
あ
り
し
に
も

①
手
に
も
さ
ハ
ら
ぬ　

あ
は
の
う
か
べ
る
（
①'
「
〜
の
む
す
べ
る
」）

②
手
に
も
さ
ハ
ら
ぬ　

あ
は
ぞ
う
か
べ
る
（
②'
「
〜
ぞ
む
す
べ
る
」）

　

=
大
橋
説

③
さ
ら
ぬ
あ
は
ひ
の　

あ
は
ぞ　

う
か
べ
る
（
③'
「
〜
ぞ
む
す
べ
る
」）

④
さ
ら
ぬ
あ
は
ひ
ぞ　

あ
は
と　

う
か
べ
る
（
④'
「
〜
に
む
す
べ
る
」）

　

改
め
て
、
先
行
諸
説
か
ら
採
用
し
た
諸
点
は
を
挙
げ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ

る
。○

写
本
に
あ
る
語
句
を
極
力
優
先
す
る
（
呉
羽
説
）

○
そ
れ
で
も
な
お
「
む
す
ぶ
」
の
可
能
性
が
「
泡
」
と
の
関
連
か
ら
は
捨
て

が
た
く
、
結
句
の
動
詞
と
し
て
は
「
浮
か
ぶ
」
の
ほ
か
「
結
ぶ
」
も
現
時

点
で
は
残
す
こ
と
と
す
る
。

○
結
句
は
、
和
歌
に
多
い
連
体
形
終
止
（
写
本
）
の
ほ
か
、
係
助
詞
「
ぞ
」

（
大
橋
説
）
も
考
慮
さ
れ
た
。

○
文
字
の
不
足
と
し
て
は
、
書
写
で
よ
く
起
こ
り
得
る
「
目
移
り
」
に
よ
る

脱
落
を
優
先
さ
せ
た
。

〇
「
目
移
り
説
」
に
お
い
て
は
、
先
行
研
究
に
も
あ
る
次
の
ふ
た
つ
の
可
能

性
が
考
え
ら
れ
た
。

ア
「
あ
は
」（「
あ
は
ひ
〜
あ
は
」
に
よ
る
目
移
り
=
二
人
の
仲
を
象
徴
す

る
「
あ
は
ひ
」（
呉
羽
長
（1986

）
説
）

イ
「
に
も
」（「
あ
り
し
に
も
手
に
も
」（
大
橋
清
秀
（1975

）
の
「
に
も
」

に
よ
る
目
移
り
）

○
「
さ
ハ
ら
ぬ
」（「
触
ら
ぬ
（
大
橋
清
秀
（1975

）
説
）」）
の
可
能
性
も
考

え
ら
れ
た
。（
筆
書
き
の
見
落
と
し
と
し
て
十
分
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
、

直
前
の
地
の
文
の
語
句
を
歌
に
組
み
込
む
傾
向
が
強
い
こ
と
、
該
当
す
る

地
の
文
の
「
手
に
も
触
ら
ぬ
」
直
後
に
不
自
然
な
重
複
が
あ
る
こ
と
、
な

ど
、
捨
て
が
た
い
の
で
一
案
と
し
て
残
し
た
い
。）

　

こ
れ
ら
の
諸
点
を
考
慮
し
た
上
記
①
〜
④
で
は
あ
る
が
、「
あ
は
ひ
」
と
「
あ

は
」
が
隣
接
す
る
③
④
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
和
歌
と
し
て
は
ど
う
み
て
も
熟
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し
て
い
な
い
の
で
除
外
す
る
と
、
以
下
が
残
る
だ
け
と
な
る
。

◆ 

泣
き
流
す　

涙
の
上
に
あ
り
し
に
も

　

①
手
に
も
さ
ハ
ら
ぬ
あ
は
の
う
か
べ
る
（
①'
「
〜
の
む
す
べ
る
」）

　

② 

手
に
も
さ
ハ
ら
ぬ
あ
は
ぞ
う
か
べ
る
（
②'
「
〜
ぞ
む
す
べ
る
」）
=
大
橋
説

　

こ
の
う
ち
、
写
本
に
「
あ
は
の
」
と
あ
る
現
状
を
優
先
す
る
と
、
①
が
よ
り

勝
る
こ
と
に
な
る
。
歌
意
は
、
係
助
詞
に
よ
る
強
調
の
差
異
は
あ
れ
大
差
は
な

く
、
い
ず
れ
せ
よ
、
大
橋
氏
が
記
載
す
る
よ
う
に
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

◇
「
泣
い
て
流
す
涙
の
上
に
わ
た
し
は
臥
し
て
い
た
の
だ
が
、
い
ま
、
そ
の

涙
の
上
に
わ
た
し
の
手
に
も
さ
わ
ら
な
い
は
か
な
い
泡
（
姿
は
な
く
と
ら

え
ど
こ
ろ
の
な
い
は
か
な
い
泡
の
よ
う
な
あ
た
な
の
霊
魂
）
が
浮
か
ん
で

い
る
。」【「
む
す
べ
る
」
の
場
合
は
「
泡
が
で
き
て
（
浮
い
て
）
い
る
」】

　

こ
れ
ら
の
復
元
案
い
ず
れ
で
も
そ
の
最
大
の
難
点
は
、
そ
の
歌
意
が
『
宇
津

保
物
語
』（
の
下
の
句
）
と
一
致
も
近
似
も
し
て
は
い
な
い
、
と
い
う
点
で
あ

る
。
先
行
復
元
案
を
含
め
、
こ
れ
だ
け
検
討
を
重
ね
た
復
元
案
で
す
ら
、
２

組

の
対
応
す
る
和
歌
の
う
ち
、
こ
の
下
の
句
部
分
だ
け
が
合
致
し
な
い
（
上
の
句

は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
）。
こ
の
復
元
作
業
の
冒

頭
に
、「
原
作
歌
未
完
成
説
」
を
ま
ず
掲
げ
た
理
由
も
実
は
こ
こ
に
あ
る
。

　

現
時
点
で
は
、
翻
字
し
得
る
諸
書
写
本
本
文
か
ら
は
、
右
の
諸
点
以
下
に
絞

り
込
む
材
料
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、『
篁
物
語
』
の
欠
落
部
分
を
持
つ
当
該
歌
の
解
釈
に
つ
い
て
、

新
た
に
次
の
点
を
指
摘
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
継
続
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
う
が
、
ご
批
判
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

ア　

原
本
に
お
い
て
も
未
完
成
の
ま
ま
で
あ
っ
た
可
能
性
も
残
る
（「
原
作

歌
未
完
成
説
」）。

イ　

ま
ず
は
語
句
が
不
足
す
る
事
案
と
し
て
、
目
移
り
に
よ
る
脱
落
と
い
う

可
能
性
を
優
先
的
に
考
慮
す
る
余
地
が
あ
る
。
目
移
り
を
優
先
的
に
考
慮

し
た
復
元
案
を
提
示
し
た
。

ウ　
『
宇
津
保
物
語
』
の
仲
忠
と
貴
宮
の
歌
と
の
間
に
明
確
な
対
称
的
構
造

が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
文
字
不
足
歌
は
、
仲
正
の
歌
と
主
題
・
構

成
に
お
け
る
類
似
性
を
十
分
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

エ　

ウ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
先
行
研
究
に
お
け
る
復
元
案
は
い
ず
れ
も
そ

れ
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。
ま
た
、
イ
で
の
復
元
案
も
い

ず
れ
も
対
称
性
を
適
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。（
そ
れ
ゆ
え
、『
篁
物

語
』
の
他
の
部
分
に
も
認
め
ら
る
不
完
全
さ
も
考
慮
す
る
と
、
当
該
歌
の

「
原
作
歌
未
完
成
説
」
に
も
一
定
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
。）

【
追
考
】
右
の
よ
う
に
一
度
脱
稿
し
た
後
、
以
下
の
考
察
に
至
っ
た
。
諸
般
の

事
情
も
あ
り
、
敢
え
て
よ
り
可
能
性
が
高
い
案
と
し
て
結
論
的
な
部
分
の
み
を

追
記
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
。

⑤ 

さ
ハ
ら
ぬ
あ
は
ひ
【
↓
ゐ
↓
「
怒
」】
ニ
【
と
？
】
か
へ
る
べ
か
り
け
り

﹇「
本
」
ま
で
を
含
め
て
読
む
案
﹈（『
宇
津
保
』
下
句
の
歌
意
と
の
近
似
と
そ
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の
「
べ
し
」
を
重
視
し
、
書
陵
部
本
（
小
野
篁
集
）
の
書
体
も
こ
れ
に
沿
っ

て
解
釈
）

⑥ 

さ
ハ
ら
ぬ
あ
は
ひ
【
↓
ゐ
↓
「
怒
」】
ニ
【
と
？
】
か
へ
る
べ
キ
か
な
﹇
書

陵
部
本
「
累
（
る
）」
の
背
景
に
「
き
か
な
」
を
想
定
﹈（
同
右
、「
キ
」
を

読
み
取
り
難
い
点
が
劣
る
が
脱
字
の
可
能
性
も
残
る
と
見
て
あ
げ
て
お
く
）

⑦ 

泣
き
流
す
涙
の
上
に
あ
り
し
に
も 

て
に
も
さ
ハ
ら
ぬ
あ
は
ひ
【
比
↓
能
↓

の
】
と
【
止
↓
山
】
か
へ
る
（「（
之/

天
？
）
に
も
」
の
目
移
り
説
を
優
先
。

『
宇
津
保
』
の
下
句
の
歌
意
に
近
似
し
得
る
。
彰
考
館
本
の
書
体
で
も
書
陵

部
本
で
も
解
釈
可
能
。
最
善
案
か
。）

　

※ 

「
あ
り
し
」
は
「
あ
里
し
」「
あ
利
し
」
で
は
な
く
「
あ
日
し
」（
会
ひ
し
、

彰
考
館
乙
本
は
日
に
も
近
い
）
の
可
能
性
も
あ
る
。

　
《
補
足
説
明
》
こ
こ
で
は
歌
意
の
み
触
れ
て
お
く
。
解
説
の
詳
細
は
別
稿
を

期
し
た
い
。

　

⑦
の
歌
意
=
《
上
の
句
》（
こ
れ
ま
で
あ
な
た
と
私
と
の
二
人
は
会
え
な
い

辛
さ
に
）
涙
を
流
し
、
そ
の
涙
の
上
で
暮
ら
す
よ
う
な
毎
日
で
あ
っ
た
の
だ
け

れ
ど
（《
泣
き
流
す
涙
の
上
に
あ
り
し
に
も
》）、《
和
歌
の
背
景
=
い
ま
は
あ
な

た
の
死
に
よ
っ
て
も
う
二
度
と
お
目
に
か
か
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

以
上
》、

《
下
の
句
》（
浮
か
ぶ
前
の
水
の
中
に
あ
っ
て
触
れ
ら
れ
な
い
泡
（
あ
は
ひ
=

関
係
）
に
返
っ
て
し
ま
わ
れ
た
よ
う
に
、
も
は
や
二
度
と
お
目
に
か
か
れ
な
い

間
柄
に
返
っ
て
い
く
の
で
す
ね
え
…
…
）。
即
ち
、
あ
な
た
は
死
ん
で
も
う
再

び
会
え
な
い
の
だ
か
ら
、
あ
な
た
に
会
っ
て
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
以
前
の
）

そ
の
手
に
も
ま
だ
触
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
以
前
と
同
じ
二
人
の
間
柄
に
返
っ

て
（
戻
っ
て
）
い
く
（《
手
に
も
触
ら
ぬ
あ
は
ひ
と
か
へ
る
》）
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
ね
え
（
お
会
い
す
る
以
前
に
戻
っ
て
し
ま
う
の
も
二
人
の
運
命
な
の
で

す
ね
え
）。

あ
り
し
に
も

け
り

さ
ハ
ら
ぬ
あ
ハ
ゐ
ニ
か
へ
る
へ
か
り

（
と
）

（
能
↓
の
）

さ
ハ
ら
ぬ
あ
は
ひ

止
か
へ
る
本
ま
ゝ

本
ま
ゝ

あ
り
し
に
も

さ
ハ
ら
ぬ
あ
は
ひ
止
か
へ
る

（
能
↓
の
）

小野篁集影印篁物語甲本影印篁物語乙本影印
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10　

ま
と
め
─
─
源
順
の
「
対
の
歌
」
の
類
型

10
│
１　

源
順
の
「
対
の
歌
」
の
３
パ
タ
ン

　

漢
詩
の
詩
序
を
和
化
し
た
「
歌
の
序
」
に
お
い
て
、
四
六
駢
儷
体
的
対
句
表

現
に
倣
っ
て
五
七
の
韻
数
律
を
伴
っ
た
対
句
的
表
現
の
着
想
を
得
た
源
順
は
、

そ
れ
を
「
序
」
の
外
の
世
界
に
も
広
げ
た
。
そ
れ
は
、
漢
（
中
国
）
の
文
化
の

「
和
化
」
と
い
う
源
順
の
営
み
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
順
に
と
っ
て
は
お
そ
ら

く
あ
め
つ
ち
の
歌
や
、
双
六
盤
歌
な
ど
と
同
様
の
、
そ
れ
ら
の
延
長
に
あ
る
自

然
な
発
想
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
（
安
部
（2022

））。

　

元
歌
に
対
し
て
対
句
的
な
様
式
を
も
つ
和
歌
を
詠
む
と
い
う
発
想
が
実
装
さ

れ
る
と
、
そ
れ
は
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
詠
歌
様
式
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
「
歌
の
序
」
の
対
歌
的
表
現
の
発
展
に
、
範
と
仰
ぐ
紀

貫
之
の
本
歌
取
り
的
和
歌
の
詠
歌
様
式
が
加
え
ら
れ
た
（
初
句
・
二
句
で
の
踏

襲
）。
さ
ら
に
、『
伊
勢
物
語
』
に
見
ら
れ
た
結
句
内
の
語
句
ま
で
、
韻
を
踏
む

よ
う
に
そ
ろ
え
る
様
式
は
、
順
が
そ
れ
ま
で
既
に
取
り
入
れ
て
い
た
「
文
字
探

り
」（
探
字
）
の
技
法
、
末
尾
で
の
押
韻
の
技
法
と
も
一
致
し
て
い
た
か
ら
、

な
お
さ
ら
順
に
は
取
り
入
れ
た
い
、
興
味
深
い
技
法
で
も
あ
っ
た
（
し
か
も
こ

の
「
探
字
」
は
中
国
の
「
押
韻
」（
探
韻
）
の
「
和
化
」
化
し
た
技
法
で
も
あ
っ

た
）。

　

加
え
て
、
そ
の
よ
う
に
し
て
出
来
上
が
る
形
式
は
、
冠
部
（
初
句
・
二
句
）

と
沓
部
（
結
句
な
い
し
下
の
句
）
に
同
表
現
を
置
く
の
で
あ
る
か
ら
、
沓
・
冠

歌
の
よ
う
な
技
法
を
１

字
単
位
で
は
な
く
、
語
・
語
句
・
句
単
位
に
ま
で
拡
大

さ
せ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
言
葉
遊
び
的
表
現
を
多
く
試
み
た
順
に
と
っ
て

は
、
自
分
の
技
能
を
一
層
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
新
し
い
試
み
で
も
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
に
し
て
、
詩
序
、
対
句
、
歌
の
序
、
紀
貫
之
、『
伊

勢
物
語
』、「
文
字
探
り
」（
探
字
）、
押
韻
、
沓
・
冠
歌
な
ど
の
諸
要
素
が
集
約

さ
れ
て
い
っ
た
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

＊
源
順
の
「
対
の
歌
」
の
２

パ
タ
ン

１ 　

語
句
の
一
致
が
強
い
パ
タ
ン
（
初
句
・
二
句
、
そ
し
て
時
に
結
句
の
一

部
も
）

２ 　
（
語
・
表
現
よ
り
も
）
文
法
的
構
成
を
同
期
さ
せ
、
意
味
的
に
テ
ー
マ

も
同
期
さ
せ
る
パ
タ
ン

◆
２

つ
の
パ
タ
ン
の
形
式
的
イ
メ
ー
ジ
図

パ
タ
ン
１　

 

元
歌
= 

Ａ
初
句
│
Ｂ
二
句　
　
　
　

│
Ｃ
三
句
│
Ｄ
四
句
│
Ｅ

結
句

　
　
　
　
　

 

対
歌
= 

Ａ
初
句
│
Ｂ
二
句
（
一
部
） 

│
Ｐ
三
句
│
Ｑ
四
句
│
Ｅ

結
句
（
一
部
）　
（
時
に
下
の
句
で
も
韻
を
合
わ
せ
る
）

パ
タ
ン
２　

 

事
例
（
い
ま
順
作
か
は
別
と
し
て
典
型
的
例
の
ひ
と
つ
と
し
て

あ
げ
る
）

○ 

お
な
じ
野
の　

露
は
い
づ
れ
も　

と
ま
ら
ね
ど
／
ま
づ　

消
ゆ
と 

の
み　
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き
く
が
く
る
し
さ　
『
宇
津
保
物
語
』
あ
て
宮

○ 
常
に
寄
る 

し
ば
し
ば
か
り
は　

泡
な
れ
ば　

／
つ
い
に　

溶
け 

な
ん　

こ
と
ぞ
悲
し
き　
『
篁
物
語
』
妹

元
歌
=
歌
意

　
　
　
　

≒

対
歌
=
歌
意
=
文
法
的
構
成
が
類
似
し
、
主
題
・
発
想
の
一
致
が
強
い

　

実
際
の
順
の
歌
を
見
て
い
く
と
、
パ
タ
ン
２

を
持
ち
つ
つ
パ
タ
ン
１

を
一
部

取
り
入
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
歌
も
見
ら
れ
る
。

パ
タ
ン
３ 　

パ
タ
ン
１

と
パ
タ
ン
２

の
特
徴
を
も
ち
つ
つ
、
パ
タ
ン
１

の
形

式
を
部
分
的
に
取
り
入
れ
た
歌

　

こ
の
パ
タ
ン
２

、
パ
タ
ン
３

の
詠
歌
様
式
の
歌
は
、
源
順
の
歌
に
特
徴
的
に

顕
著
に
認
め
ら
れ
る
が
、
他
の
平
安
前
期
の
歌
人
に
は
あ
ま
り
多
く
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
。

　

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
見
る
と
、
煎
じ
る
詰
め
る
と
こ
ろ
、
源
順
の
脳
裏
に

あ
っ
た
イ
メ
ー
ジ
は
や
は
り
「
歌
の
序
」
で
の
試
み
が
そ
の
発
想
の
最
初
で

あ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
沓
・
冠
も
含
め
三
十
一
文

字
の
対
応
す
る
位
置
に
出
来
る
だ
け
近
く
類
似
の
音
の
語
句
を
置
く
と
い
う
い

わ
ゆ
る
押
韻
的
な
つ
く
り
を
意
識
す
る
こ
と
も
含
め
て
、
沓
・
冠
歌
な
ど
そ
れ

以
前
の
和
歌
で
の
言
葉
遊
び
の
諸
手
法
の
延
長
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
紀
貫
之
の
和
歌
、『
伊
勢
物
語
』
の
類
似
す
る
和
歌
は
、
そ
の
発

想
を
強
く
補
強
す
る
材
料
の
一
部
で
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
、
と
い
う
程
度
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
パ
タ
ン
（
類
型
）
を
整
理
し
、
贈
答
歌
の
「
返
し
」、

本
歌
取
り
な
ど
と
の
相
違
を
検
討
し
て
く
る
と
（
安
部
（2024b, c

）
も
参
照
）、

源
順
の
詠
歌
様
式
は
、
漢
詩
の
対
句
と
の
類
似
性
も
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
多

く
の
句
の
語
や
表
現
を
単
に
引
き
写
し
て
使
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
点

に
お
い
て
、
む
し
ろ
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
類
歌
」（
類
想
歌
と
も
）

の
方
に
近
似
し
、
よ
り
連
続
性
が
あ
る
よ
う
に
見
え
て
く
る
。
類
歌
は
例
え
ば

次
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
歌
で
あ
る
。
類
歌
と
源
順
の
詠
歌
様
式
と
に
は
興
味

深
い
共
通
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
（【
注
３

】）。

１　

Ａ　

 

恋
し
け
ば
（
恋
之
家
婆
）
形
見
に
せ
む
と
我
が
や
ど
に
植
ゑ
し
藤
波

今
咲
き
に
け
り
（
万
八
・
一
四
七
一
）

　
　

Ｂ　

 

恋
し
く
は
（
恋
之
久
者
）
形
見
に
せ
よ
と
我
が
背
子
が
植
ゑ
し
秋
萩

花
咲
き
に
け
り
（
万
一
〇
・
二
一
一
九
）

２　

Ａ　

 

秋
さ
ら
ば
（
秋
去
者
）
移
し
も
せ
む
と
我
が
蒔
き
し
韓
藍
の
花
を
誰

か
摘
み
け
む
（
万
七
・
一
三
六
二
）

　
　

Ｂ　

 

秋
さ
ら
ば
（
秋
去
者
）
妹
に
見
せ
む
と
植
ゑ
し
萩
露
霜
負
ひ
て
散
り

に
け
る
か
も
（
万
一
〇
・
二
一
二
七
）

　
　

Ｃ　

 

春
さ
ら
ば
（
春
去
者
）
か
ざ
し
に
せ
む
と
我
が
思
ひ
し
桜
の
花
は
散

り
行
け
る
か
も
（
万
一
六
・
三
七
八
六
）

　
『
万
葉
集
』
と
言
え
ば
、
源
順
は
、
そ
れ
が
専
門
ゆ
え
梨
壷
の
五
人
に
加
え

ら
れ
て
お
り
、『
万
葉
集
』
を
古
訓
ま
で
熟
知
し
て
い
た
。
中
古
の
和
歌
に
つ

い
て
本
稿
で
言
及
し
て
き
た
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
「
類
歌
」
へ
の
言
及
や
比
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較
が
ま
だ
見
出
せ
な
い
（
小
山
順
子
（2023

）
の
み
か
）。
源
順
の
詠
歌
様
式

に
つ
い
て
、
次
の
段
階
と
し
て
は
、
こ
の
「
類
歌
」
群
と
の
比
較
が
必
要
と
な

ろ
う
。

　

な
お
、
河
原
院
文
化
圏
の
歌
人
達
の
歌
に
は
、
歌
中
の
語
句
・
表
現
を
共
有

す
る
歌
が
多
い
こ
と
が
、
夙
に
故
・
近
藤
み
ゆ
き
（2004

）
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
あ
る
意
味
で
源
順
の
「
対
の
歌
」
も
そ
の
特
徴
を
含
む
の
で
あ
る
が
、
順

の
場
合
に
は
同
じ
文
字
列
で
の
表
現
が
共
有
さ
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、
そ
こ
に
漢
詩
の
対
句
を
下
敷
き
に
し
た
上
記
の
よ
う
な
強
い
パ
タ
ン
が
認

め
ら
れ
る
点
が
異
な
る
。
本
稿
は
、
10
│
１

の
よ
う
な
そ
の
相
違
点
を
指
摘
し

た
つ
も
り
で
あ
る
。
近
藤
み
ゆ
き
氏
は
河
原
院
文
化
圏
の
歌
人
達
の
歌
の
特
徴

に
注
目
し
た
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
が
、
氏
の
早
逝
を
惜
し
む
も
の
で
あ
る
。

　

源
順
様
式
の
詠
法
と
し
て
、
プ
レ
本
歌
取
り
期
の
他
の
歌
と
も
比
較
し
つ

つ
、
今
後
よ
り
精
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。（【
補
注
２

、
補
注
３

】

参
照
）

10
│
２　

本
稿
の
ま
と
め
と
し
て

　

本
稿
で
は
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

１　
「
プ
レ
本
歌
取
り
期
」
の
展
開
と
源
順
の
和
歌
と
の
時
期
的
関
連

２　
『
篁
物
語
』
と
源
順
の
和
歌
が
は
ら
む
研
究
課
題

３　

源
順
の
詠
法
（
対
の
歌
）
と
、
贈
答
歌
・
本
歌
取
り
の
確
立

４　
『
篁
物
語
』
の
贈
答
歌
と
対
称
性
を
な
す
『
宇
津
保
物
語
』
和
歌
二
首

５ 　
『
篁
物
語
』「
泣
き
流
す
」
歌
の
下
の
句
欠
落
部
分
と
『
宇
津
保
物
語
』

で
の
対
と
な
る
和
歌

６　
『
古
今
和
歌
集
』
と
の
類
似
歌

７　

源
順
の
「
対
の
歌
」
の
も
う
ひ
と
つ
の
ル
ー
ツ
│
│
紀
貫
之
の
影
響

８　

長
歌
の
一
部
分
か
ら
類
似
構
想
を
も
つ
「
対
の
歌
」
を
作
り
出
す
源
順

９ 　
「
順
百
首
」
と
近
似
構
造
を
も
つ
「
恵
慶
百
首
」（
松
本
真
奈
美
（2005

））

10　

源
順
の
詠
法
と
『
万
葉
集
』
の
『
類
歌
』
と
の
関
係

　

源
順
の
こ
の
よ
う
な
詠
歌
様
式
を
取
り
上
げ
て
い
く
意
義
は
ど
の
よ
う
な
と

こ
ろ
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
「
源
順
は
万
葉
学
者
だ
か
ら
い
わ
ば
類
歌
の
一
種
と
い
う
範
疇
だ
」「
贈
答
歌

の
返
し
の
形
式
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
」「
プ
レ
本
歌
取
り
期
に
は
多
く
見
ら
れ

る
歌
の
傾
向
に
過
ぎ
な
い
」「
初
期
百
首
歌
で
の
傾
向
の
ひ
と
つ
、
一
歩
譲
っ

て
多
少
新
し
い
指
摘
の
面
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
河
原
院
文
化
圏
の
歌
人
達
に

共
通
の
パ
タ
ン
と
い
う
こ
と
で
い
い
の
で
は
な
い
か
」
…
…
そ
の
よ
う
に
受
け

取
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
稿
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
パ
タ
ン
２

（
ま
た
そ
れ
を
含
ん
で
い
る
パ

タ
ン
３

も
）
で
あ
る
。
漢
詩
の
対
句
の
場
合
の
よ
う
に
対
称
的
構
成
に
す
る
こ

と
に
ま
ず
は
主
眼
が
あ
っ
て
、
対
句
で
は
語
句
は
敢
え
て
変
え
て
あ
る
の
と
共

通
し
て
、
む
し
ろ
語
や
表
現
の
同
一
性
は
無
い
か
ご
く
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
場
合
が
あ
る
。
言
わ
ば
、
一
見
す
る
と
無
関
係
に
見
え
る
歌
で
あ

る
が
、
詠
ま
れ
て
い
る
対
の
歌
の
方
で
は
元
歌
を
強
く
意
識
し
た
詠
歌
に
な
っ

て
い
る
よ
う
な
歌
の
存
在
を
、
新
た
に
見
出
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
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具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
『
篁
物
語
』
と
『
源
氏
物
語
』
の

和
歌
（
浮
舟
）（
安
部
（2010

））、『
篁
物
語
』
の
和
歌
と
源
順
の
長
歌
（
安
部

（2017
）、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
『
篁
物
語
』
と
『
宇
津
保
物
語
』
の
和
歌
の
よ

う
な
関
係
を
、
こ
の
着
眼
点
か
ら
は
新
た
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
そ
の
先
の

研
究
へ
（
作
者
や
成
立
過
程
研
究
等
へ
）
と
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
よ
う
な
新
し
い
研
究
視
点
が
提
示
で
き
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
本
歌
取
り
」
の
成
立
過
程
に
お
け
る
、
源
順

や
河
原
院
文
化
圏
の
歌
人
達
が
果
た
し
た
影
響
に
関
し
て
、
新
た
な
視
点
を
提

供
し
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
少
し
荒
い
流
れ
で
た
ど
れ
ば
、
上
代
の
「
類
歌
」

│
『
伊
勢
物
語
』
や
紀
貫
之
に
お
け
る
類
歌
的
プ
レ
本
歌
取
り
的
類
似
歌
│
贈

答
歌
（
で
の
「
答
歌
」）
の
発
達
│
そ
の
後
の
『
後
撰
和
歌
集
』
で
の
い
わ
ゆ

る
（
プ
レ
）
本
歌
取
り
的
歌
・
引
き
歌
な
ど
の
発
達
│
な
ど
を
経
て
の
、『
新

古
今
和
歌
集
』
で
の
本
歌
取
り
技
法
の
確
立
、
と
い
う
流
れ
で
と
ら
え
ら
れ
る

発
達
過
程
に
お
け
る
一
定
歌
人
群
の
影
響
を
、
改
め
て
探
る
視
点
に
な
り
得
る

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
対
の
歌
の
事
例
に
は
、
類
似
度
の
濃
淡

は
幅
が
あ
る
が
、
河
原
院
文
化
圏
の
歌
人
達
の
和
歌
や
、
彼
ら
の
初
期
百
首
歌

の
和
歌
が
多
く
見
ら
れ
た
（
初
期
定
数
歌
作
品
は
曽
根
好
忠
、
源
順
、
恵
慶
、

源
重
之
な
ど
の
河
原
院
文
化
圏
歌
人
達
に
よ
る
）。
源
順
と
彼
ら
の
和
歌
と
に

見
ら
れ
る
類
似
語
句
や
表
現
は
既
に
多
く
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も

源
順
は
本
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
な
特
徴
的
詠
歌
様
式
を
展
開
し
て
い
る
と
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
源
順
と
彼
ら
の
和
歌
を
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
気
づ
か
れ

て
こ
な
か
っ
た
上
記
の
パ
タ
ン
２

等
の
詠
歌
様
式
を
も
視
野
に
入
れ
た
視
点
か

ら
と
ら
え
な
お
し
、
本
歌
取
り
技
法
の
発
達
過
程
を
見
直
し
て
み
る
こ
と
に
は

一
定
の
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
て
い
く
と
さ
ら
に
、『
篁
物
語
』
の
和
歌
32
首
は
、

『
宇
津
保
物
語
』
の
和
歌
と
共
に
、
河
原
院
文
化
圏
の
歌
人
達
の
和
歌
資
料
と

し
て
、
ま
た
、
和
歌
史
に
お
け
る
資
料
と
し
て
改
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

く
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
32
首
を
含
め
た
『
篁
物
語
』
と
い
う
散
文
作
品
自
体
も
、
河

原
院
文
化
圏
の
研
究
資
料
、
さ
ら
に
源
順
研
究
の
資
料
と
し
て
も
重
要
な
資
料

と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
見
て
も
、
源
順
の
詠
歌
様
式
は
、
さ
ら
な
る
考
察
が

必
要
な
研
究
課
題
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
源
順
の
対
句
的
な
和
歌
の
詠
歌
様
式

は
、「
本
歌
取
り
」
の
一
淵
源
と
し
て
、
改
め
て
取
り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
課
題
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
。

【
注
１

】　
「
源
順
集
」「
順
百
首
」
ほ
か
和
歌
資
料
か
ら
の
引
用
は
、
先
行
研
究
か
ら
の

引
用
部
分
で
は
原
則
先
行
研
究
の
原
文
の
ま
ま
と
し
た
（
ご
く
一
部
、
一
致
す
る

語
句
の
表
記
を
敢
え
て
そ
ろ
え
た
場
合
も
あ
る
）。
そ
の
他
で
は
、
原
則
と
し
て
、

『
国
歌
大
観
』『
私
家
集
大
成
』
に
よ
る
こ
と
と
し
、
ま
た
「
日
本W

eb

図
書
館
」

の
「
和
歌
＆
俳
諧
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
に
よ
っ
て
検
索
し
た
本
文
（
底
本
）
を
参
考

と
し
た
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
源
順
集
」
は
書
陵
部
本
「
歌
仙
集
」
を
、「
順

百
首
」
部
分
は
伝
二
条
為
氏
筆
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）「
好
忠
集
」
を
参
考
と
し
た
。

な
お
、
本
稿
の
目
的
が
歌
の
語
句
・
表
現
の
一
致
や
類
似
を
示
す
こ
と
に
あ
る
の

で
、
特
に
そ
の
よ
う
な
部
分
で
は
便
宜
的
に
適
宜
表
記
（
漢
字
表
記
・
仮
名
表
記
、
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仮
名
遣
い
等
）
を
改
め
た
場
合
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
ご
了
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

【
注
２

】　

本
稿
４

節
に
あ
げ
る
『
古
今
集
』
へ
の
「
源
順
集
」
で
の
対
の
歌
に
関
し
て

は
、
詠
作
時
期
が
分
か
る
物
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
年
代
を
確
認
し
順
が
こ
の
様
式

を
盛
ん
に
詠
ん
だ
時
期
を
確
認
す
る
の
も
次
の
課
題
で
あ
る
。

【
注
３

】　
「
類
歌
」
と
の
類
似
に
つ
い
て
は
勝
又
隆
氏
（
学
習
院
大
学
教
授
）
か
ら
ご

指
摘
い
た
だ
い
た
。
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
補
注
１

】　

本
稿
（
安
部2024a

）
は
、
安
部
（2024b, c

）
と
は
相
前
後
し
て
順
次

執
筆
し
、
参
考
文
献
に
も
記
載
の
よ
う
に
、
各
々
で
小
山
順
子
（2023

）
の
本
歌

取
り
論
、
松
本
真
奈
美
（2005
）
初
期
三
「
百
首
歌
」
比
較
、
福
田
智
子
（2011

）

で
の
類
似
歌
指
摘
、
増
田
繁
夫
（1986
）
の
贈
答
歌
論
、
な
ど
を
対
象
と
し
て
論

じ
た
点
が
異
な
る
が
、
同
時
期
の
併
行
執
筆
で
も
あ
り
、
ま
た
、
具
体
的
な
事
例

説
明
の
必
要
上
、
多
く
の
和
歌
の
重
複
が
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

【
補
注
２

】　

原
稿
締
め
切
り
日
近
く
に
、「
順
百
首
」
と
先
行
歌
集
・
歌
合
と
の
表
現

の
類
似
を
多
く
取
り
上
げ
て
い
る
次
の
論
文
を
見
出
し
た
。
ご
く
一
部
を
組
み
込

め
た
が
、
源
順
の
詠
法
を
検
討
す
る
上
で
内
容
的
に
重
要
で
あ
り
、
後
日
改
め
て

取
り
上
げ
た
い
（
安
部
（2024b

）
参
照
）。

○ 

福
田
智
子
（2011

）「〈
順
百
首
〉
の
表
現
摂
取
│
先
行
歌
集
・
歌
合
と
の
関

わ
り
と
『
古
今
和
歌
六
帖
』」『
文
化
情
報
学
』6-1

（
同
志
社
大
学
）

【
補
注
３

】　

歌
語
と
し
て
「
は
て
は
て
」
の
用
例
が
、「
順
集
」『
拾
遺
和
歌
集
』『
源

氏
物
語
』
に
見
出
せ
た
の
で
、
特
異
な
語
句
の
継
承
性
と
関
連
性
を
今
後
検
討
す

る
た
め
に
、
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

○ 

『
日
国
』「
は
て
は
て
」
=
「
は
て
の
は
て
。
と
ど
の
つ
ま
り
。
結
局
。
最
後
。」

＊ 

順
集
〔983

頃
〕「
え
も
せ
か
ぬ
涙
の
川
の
は
て
は
て
や
し
ひ
て
恋
し
き
山
は

つ
く
ば
え
」

＊ 

拾
遺
和
歌
集
〔1005

〜07

頃
か
〕
雑
上
・
五
〇
七
「
世
中
を
か
く
い
ひ
い

ひ
の
は
て
は
て
は
い
か
に
や
い
か
に
な
ら
ん
と
す
ら
ん
〈
よ
み
人
し
ら
ず
〉」

＊ 

源
氏
物
語
〔1001

〜14

頃
〕
葵
「
は
て
は
て
は
あ
は
れ
な
る
世
を
言
ひ
言

ひ
て
、
打
ち
泣
き
な
ど
も
し
給
ひ
け
り
」

【
付
記
】　

本
稿
は
次
の
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
成
果
も
一
部
含
ま
れ
る
。
日
本
学
術

振
興
会
科
学
研
究
費2017-2019

年
度
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
基
金
）、
課
題
番
号
：

17K
02785

、
代
表
：
安
部
）

【
付
記
２
】　

本
稿
は
、
安
部
（2024b, c

）
と
は
、
内
容
の
説
明
上
、
歌
の
事
例
等
が

一
部
重
複
し
て
い
る
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
謝
辞
】　
『
篁
物
語
』
の
文
字
不
足
歌
の
復
元
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
諸
本
の
字
母
の

あ
ら
ゆ
る
誤
写
の
可
能
性
と
そ
の
類
似
書
体
の
実
作
の
試
行
錯
誤
過
程
に
お
い

て
、
書
家
の
松
岡
千
賀
子
氏
（
学
習
院
大
学
非
常
勤
講
師
・
書
道
）
の
御
教
授

と
玉
筆
と
を
忝
く
し
た
。
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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EN
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 SU
M
M
A
R
Y

A
 Study on the Com

position T
echnique of W

aka poem
s (和

歌

）  
that form

s a couplet structure of M
inam

oto no Shitagou (源
順
)  

in H
eian-era

A
B
E Seiya

　

T
his paper discusses the characteristics of M

inam
oto no Shitagou

’s 
w

aka poem
-w

riting technique. Shitagou w
as inspired by the couplet 

expressions of Chinese poetry and produced w
aka poem

s that form
ed 

a couplet-like, sym
m

etrical com
position to the original poem

. T
here 

are tw
o m

ain characteristic patterns in the com
position of such corre-

sponding w
aka. O

ne is the use of the sam
e or sim

ilar expressions in 
the first and second clauses of the original w

aka, as w
ell as in the 

fifth clause (結
句

). T
he other is a w

aka in w
hich the gram

m
atical 

structure of the tw
o w

aka is alm
ost identical, although the w

ords 
used do not have to be identical. T

hese tw
o are basically found to be 

very sim
ilar in character to the couplets (対

句
表
現

) of Chinese poetry.

　

N
otedly, the w

aka of Shitagou w
ere born under the influence of the 

w
aka of the poet K

ino T
surayuki (紀

貫
之

) and the w
aka of the Ise 

M
onogatari (『伊

勢
物
語

』), in addition to the influence of the couplets of 
Chinese poetry.

　

K
ey W

ords:   M
inam

oto no Shitagou (源
順

) , the T
ale of U

tsuho (『宇
津
保
物
語

』), the T
ale of T

akam
ura (『篁

物
語

』), H
onka-

D
ori (本

歌
取
り

)


